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経
文
誤
読
の
責
任
は
誰
に
あ
る
の
か

（
日
蓮
宗
現
代
宗
教
研
究
所
研
究
員
）

山

崎

斎

明

は
じ
め
に

駿
河
台
大
学
教
授
・
門
馬
幸
夫
氏
に
よ
る
「
男
女
共
同
参
画
と
日
本
仏
教
」
と
題
す
る
講
演（
平
成
十
七
年
度
第
十
六
回
セ
ミ
ナ
ー
・

現
宗
研
主
催
・
於
日
蓮
宗
宗
務
院
）が
あ
っ
た
。
門
馬
氏
は
宗
教
社
会
学
の
研
究
者
で
、
差
別
戒
名
や
部
落
差
別
問
題
の
第
一
人
者
と
い

わ
れ
て
お
り
、
法
華
経
差
別
経
説
で
も
有
名
で
あ
る
。
著
書
に
『
差
別
と
穢
れ
の
宗
教
研
究
』（
岩
田
書
院
一
九
九
七
年

以
下
「
門
馬

書
」
と
略
す
）が
あ
る
。

門
馬
氏
は
同
書
で
、

仏
教
そ
の
も
の
の
考
え
方
が
本
来
的
に
、
人
を
救
う
べ
き
だ
と
い
う
こ
と
を
主
張
し
て
い
た
。（
中
略
）
そ
れ
が
広
ま
る
過
程

で
、
意
図
さ
れ
た
も
の
と
は
別
の
社
会
的
機
能
を
果
た
し
な
が
ら
広
ま
っ
た
と
も
い
え
る
の
で
あ
る
。
仏
教
は
民
衆
の
救
済
を
う
た

い
な
が
ら
、
そ
の
実
は
逆
機
能
的
な
差
別
的
役
割
を
果
た
し
た
側
面
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。（
中
略
）
実
は
差
別
と
い
う
意
図
せ
ざ

る
結
果
を
生
み
出
し
つ
つ
仏
教
は
今
日
に
至
っ
た
の
で
は
な
く
、
仏
教
あ
る
い
は
よ
り
限
定
し
て
仏
教
の
教
学
・
経
典（
教
典
）そ
の

も
の
の
中
に
差
別
や
抑
圧
、
排
除
が
内
包
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
点
を
確
か
め
る
た
め
に
は
、
大
越
愛
子
・
源
淳
子

『
性
差
別
す
る
仏
教
』（
法
蔵
館
）や
袴
谷
憲
昭
『
本
覚
思
想
批
判
』（
大
蔵
出
版
）、
松
本
史
朗
『
縁
起
と
空
』（
大
蔵
出
版
）等
の
著

書
を
少
し
で
も
ひ
も
と
け
ば
十
分
に
理
解
で
き
る
だ
ろ
う
。
問
題
の
根
は
深
か
っ
た
の
で
あ
る
。（
門
馬
書
二
八

九
頁
）
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と
、
述
べ
て
い
る
。

仏
教
の
差
別
問
題
が
、
経
典
の
レ
ベ
ル
か
、
教
祖
の
レ
ベ
ル
か
、
解
釈
の
レ
ベ
ル
か
、
レ
ベ
ル
の
違
い
に
よ
っ
て
複
雑
な
問
題
が
生
じ

る
が
、
門
馬
氏
は
、
法
華
経
や
善
悪
因
果
経
等
の
諸
経
典
、
浄
土
系
・
禅
系
の
和
讃
・
切
紙
等
を
あ
げ
、
こ
れ
ら
に
は
差
別
思
想
が
内
在

す
る
と
言
う
。

門
馬
氏
は
、
仏
教
教
団
内
の
差
別
戒
名
・
部
落
差
別
を
実
際
に
見
聞
し
た
経
験
を
踏
ま
え
、「
女
性
差
別
的
経
典
記
述
」
や
「
松
本
氏

袴
谷
氏
の
本
覚
思
想
」
を
理
論
的
裏
づ
け
と
し
て
い
る
か
ら
だ
ろ
う
か
、
語
調
は
と
て
も
強
く
自
信
に
満
ち
て
い
る
。
原
始
仏
典
で
あ
る

ス
ッ
タ
ニ
パ
ー
タ
の
「
バ
ラ
モ
ン
は
行
為
に
よ
っ
て
バ
ラ
モ
ン
な
の
で
あ
る
。
農
夫
は
行
為
に
よ
っ
て
農
夫
で
あ
る
」
の
経
文
に
対
し

て
、「
行
為
に
よ
っ
て
被
差
別
部
落
民
で
あ
る
と
い
う
解
釈
が
成
り
立
つ
」（
門
馬
書
八
三
頁
）と
言
い
切
っ
て
い
る
。

原
始
仏
典
の
経
文
を
も
容
赦
な
く
批
判
的
解
釈
を
す
る
門
馬
氏
の
自
信
は
、
社
会
学
的
分
析
方
法
に
も
あ
る
と
推
測
す
る
。
門
馬
氏
は

マ
ッ
ク
ス
・
ヴ
ェ
ー
バ
ー
の
『
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
の
倫
理
と
資
本
主
義
の
精
神
』（
以
下
『
倫
理
』
と
略
す
）
か
ら
「
社
会
科
学

的
、
実
証
的
に
、
深
い
衝
撃
を
以
て
影
響
を
受
け
た
」
こ
と
を
告
白
し
て
い
る
。
ヴ
ェ
ー
バ
ー
が
「
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
義
の
世
俗
内
的

禁
欲
が
必
要
不
可
欠
な
核
と
し
て
資
本
主
義
の
精
神
は
生
ま
れ
た
」（
要
旨
）と
主
張
し
た
よ
う
に
、
門
馬
氏
は
『
倫
理
』（
注
１
）と
似
た

論
法
で
「
仏
教
は
民
衆
の
救
済
を
う
た
う
仏
教
経
典
そ
の
も
の
の
中
に
差
別
思
想
・
差
別
論
理
が
内
在
し
逆
機
能
的
な
差
別
的
役
割
を
果

た
し
た
」
と
。
つ
ま
り
、「
仏
典
そ
の
も
の
に
差
別
思
想
が
内
在
し
て
い
る
」
と
言
う
の
で
あ
る
。

総
じ
て
思
想
と
は
、
仏
教
思
想
に
限
ら
ず
、
キ
リ
ス
ト
教
思
想
も
、
イ
ス
ラ
ム
思
想
も
、
マ
ル
ク
ス
共
産
思
想
も
、
時
代
や
環
境
と
と

も
に
、
多
種
多
様
な
解
釈
が
生
ま
れ
、
本
来
の
思
想
と
は
大
き
く
変
容
し
な
が
ら
広
が
る
場
合
が
多
い
。

大
乗
非
仏
説
を
前
提
と
し
て
も
千
数
百
年
以
上
前
に
存
在
し
た
経
典
を
、
す
ぐ
さ
ま
日
本
仏
教
の
差
別
現
象
と
、
結
び
つ
け
る
発
想
や

方
法
に
は
甚
だ
疑
問
が
あ
る
が
、
門
馬
氏
は
、
法
華
経
勧
発
品
の
「
善
哉
善
哉

普
賢
汝
能

護
助
是
経
（
略
）
若
復
見
受
持
。
是
経

典
者
。
出
其
過
悪
。
若
実
若
不
実
。
此
人
現
世
。
得
白
癩
病
」
の
経
文
を
示
し
て
、
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上
の
論
理
構
造
は
し
か
し
、
ま
さ
に
「
恫
喝
」
の
論
理
構
造
で
あ
ろ
う
。『
法
華
経
』
を
「
受
持
し
読
誦
」
す
る
者
は
「
安
楽
」

を
得
、「
利
益
」
が
あ
る
が
、
こ
れ
を
そ
し
る
も
の
は
「
か
く
の
如
き
罪
の
報
い
」
と
し
て
「
当
に
世
世
に
眼
な
か
る
べ
し
」
も
の

に
な
る
と
い
う
の
は
、
明
白
な
「
脅
し
」
の
論
理
で
あ
る
。『
法
華
経
』
の
こ
の
箇
所
で
は
「
救
済
」
と
「
恫
喝
」
が
ワ
ン
セ
ッ
ト

な
の
で
あ
る
。
こ
の
箇
所
は
、
む
ろ
ん
仏
教
に
お
け
る
「
業
」
の
問
題
、「
因
果
」
の
プ
ロ
セ
ス
を
当
然
の
如
く
前
提
と
し
た
も
の

で
あ
る
が
、『
法
華
経
』
を
受
持
せ
よ
。
さ
も
な
け
れ
ば
そ
の
報
い（「
業
」）に
よ
っ
て
「
癩
者
」
と
な
り
「
身
体
障
害
者
」
と
な

る
、
と
い
う
論
理
構
造
で
あ
る
こ
と
は
一
目
瞭
然
で
あ
ろ
う
。（
門
馬
書
三
八
頁
）

と
述
べ
て
い
る
。

法
華
経
を
信
じ
る
者
に
と
っ
て
は
、「
一
一
文
文
是
真
佛
、
真
佛
説
法
利
衆
生
、
衆
生
皆
己
成
佛
道
、
故
我
頂
礼
法
華
経
」
と
い
う
よ

う
に
、
経
文
は
「
仏
」
す
な
わ
ち
「
仏
の
慈
悲
そ
の
も
の
」
と
し
て
受
け
止
め
ら
れ
て
来
た
。
法
華
経
は
如
来
出
世
の
本
懐
で
あ
り
、
最

為
第
一
の
御
経
と
し
て
信
仰
さ
れ
て
来
た
。
そ
の
法
華
経
の
経
文
に
対
し
て
、
門
馬
氏
は
「
非
道
」
の
代
名
詞
と
も
、
あ
る
い
は
「
犯

罪
」
の
代
名
詞
と
も
言
え
る
「
恫
喝
」
と
い
う
語
を
使
用
し
て
法
華
経
批
判
を
し
て
い
る
。
法
華
経
の
経
文
記
述
は
、「
恫
喝
」
で
は
な

く
「
い
ま
し
め
」
と
い
う
語
を
使
用
し
て
し
か
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
、
宗
教
に
限
ら
ず
、
教
育
と
い
う
も
の
は
、
良
き
方
へ
導

く
た
め
に
、
是
を
強
調
し
非
を
強
く
い
ま
し
め
る
こ
と
は
当
然
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
宗
教
だ
け
で
な
く
思
想
・
学
問
・
技
術
・
芸
術
に

お
い
て
も
、「
正
し
い
教
え
」「
正
し
い
方
法
」
を
自
認
す
る
限
り
、
正
し
く
な
い
こ
と
に
親
近
す
る
こ
と
を
強
く
い
ま
し
め
る
。
宗
教
が

「
正
し
い
」
こ
と
を
強
調
し
「
正
し
く
な
い
」
こ
と
を
い
ま
し
め
る
こ
と
は
当
然
で
あ
る
。

門
馬
氏
は
、
こ
の
こ
と
を
承
知
の
上
で
、
あ
え
て
「
恫
喝
」
と
い
う
語
を
使
用
し
た
の
は
、
そ
れ
だ
け
の
理
由
が
あ
っ
た
も
の
と
推
測

す
る
。
氏
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

現
実
の
「
癩
者
」
や
「
障
害
者
」
は
『
法
華
経
』
の
、
す
な
わ
ち
仏
教
を
そ
し
っ
た
「
業
罰
の
者
た
ち（
注
２
）」
と
い
う
論
理
を

当
然
の
如
く
導
き
出
す
も
の
と
な
ろ
う
。（
門
馬
書
三
八
頁
）
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「
癩
者
」
や
「
障
害
者
」
た
ち
は
、
仏
教
・
『
法
華
経
』
を
受
持
さ
せ
る
た
め
の
道
具
と
し
て
、
恰
好
の
視
聴
覚
教
育
的
な
「
見

せ
し
め
」
と
し
て
引
き
合
い
に
出
さ
れ
て
い
る
。（
門
馬
書
三
九
頁
）

つ
ま
り
、
門
馬
氏
は
「
勧
発
品
の
白
癩
や
諸
悪
重
病
を
、
身
体
的
癩
や
身
体
障
害
を
意
味
す
る
と
認
識
し
、
法
華
経
が
癩
者
や
身
体
障

害
者
を
見
せ
し
め
に
し
て
い
る
」、
と
見
る
か
ら
「
恫
喝
」
と
い
う
語
を
使
用
し
て
法
華
経
批
判
を
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

筆
者
は
日
蓮
門
下
と
し
て
門
馬
氏
の
主
張
に
は
同
意
で
き
な
い
点
が
多
々
あ
り
、
次
の
こ
と
に
つ
い
て
意
見
を
述
べ
る
。

一

日
蓮
聖
人
の
「
勧
発
品
の
白
癩
」
の
解
釈
に
つ
い
て

二

経
典
に
お
け
る
女
性
差
別
的
表
現
に
つ
い
て

門
馬
氏
は
「
日
蓮
の
解
釈
は
、
あ
く
ま
で
日
蓮
の
解
釈
で
あ
っ
て
、
法
華
経
の
本
意
で
あ
る
か
否
か
は
別
問
題
だ
」
と
言
う
か
も
し
れ

な
い
。
だ
が
、
日
蓮
聖
人
が
ど
の
よ
う
に
、
経
文
解
釈
を
さ
れ
た
か
確
認
す
る
こ
と
は
、
同
じ
法
華
経
の
経
文
も
、
読
む
人
に
よ
っ
て
解

釈
は
全
く
異
な
る
と
い
う
こ
と
が
良
く
わ
か
る
。
経
文
は
一
つ
で
も
、
解
釈
は
幾
通
り
も
あ
る
と
い
う
事
実
は
、
問
題
の
所
在
は
、
経
典

に
あ
る
の
で
は
な
く
、
実
は
経
典
解
釈
に
問
題
の
核
が
あ
る
、
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

門
馬
氏
は
社
会
学
的
考
察
の
過
程
で
経
典
批
判
を
し
た
の
だ
か
ら
、
教
団
や
宗
学
者
が
門
馬
説
に
対
し
て
教
学
的
解
釈
で
批
判
を
す
る

こ
と
に
、
氏
は
議
論
が
か
み
合
わ
な
い
と
思
う
か
も
し
れ
な
い（
門
馬
書
八
九
頁
）。

だ
が
、
結
果
的
に
門
馬
氏
は
法
華
経
批
判
や
仏
教
思
想
批
判
を
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
氏
の
方
が
仏
教
者
に
投
げ
か
け
た
法
華
経
批
判

で
あ
る
。
も
は
や
宗
教
社
会
学
と
は
別
に
、「
法
華
経
や
仏
教
思
想
が
差
別
思
想
を
内
在
す
る
か
否
か
」
と
い
う
思
想
的
次
元
で
論
じ
ら

れ
る
べ
き
問
題
で
あ
る
。

（
注
１
）『
倫
理
』
の
論
述
に
お
け
る
文
献
引
用
に
つ
い
て
、
羽
入
辰
郎
氏
は
「
ヴ
ェ
ー
バ
ー
は
詐
欺
師
で
あ
る
」
と
主
張
し
て
い

る
。
羽
入
説
の
是
非
を
め
ぐ
っ
て
、
現
在
、
羽
入
折
原
論
争
の
最
中
で
あ
る
。『
倫
理
』
は
発
表
当
初
か
ら
意
味
不
明
・
難
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解
と
学
者
間
で
も
言
わ
れ
て
い
た
論
文
で
内
容
を
説
明
す
る
の
は
難
し
い
が
、
門
馬
氏
が
『
倫
理
』
の
要
点
を
述
べ
て
い

る
。
い
わ
く
「
当
事
者
の
行
為
と
は
別
の
、
意
図
せ
ざ
る
結
果
を
生
み
出
す
、
と
い
う
場
合
が
往
々
に
し
て
生
ず
る
」
と
。

（
注
２
）『
曹
洞
宗
報
』
平
成
十
三
年
九
月
号
通
巻
七
九
二
号
曹
洞
宗
宗
務
庁
発
行
、
二
一

三
二
頁

袴
谷
憲
昭
「
差
別
事
象
を
生
み
出
し
た
思
想
的
背
景
に
関
す
る
私
見
」（『
本
覚
思
想
批
判
』
所
収
）
参
照

一

日
蓮
聖
人
の
「
勧
発
品
の
白
癩
」
の
解
釈
に
つ
い
て

日
蓮
聖
人
御
遺
文
に
お
け
る
「
白
癩
・
癩
」
の
記
述

こ
こ
で
は
日
蓮
聖
人
の
勧
発
品
の
白
癩
に
対
す
る
解
釈
を
考
え
る
。

日
蓮
聖
人
御
遺
文
の
中
に
あ
る
「
白
癩
」
を
日
蓮
宗
電
子
聖
典
で
検
索
し
た
。「
白
癩
」
の
語
が
記
載
さ
れ
て
い
る
の
は
、
次
の
十
五

書
で
あ
る
。

災
難
興
起
由
来

災
難
対
治
鈔

十
法
界
明
因
果
鈔

開
目
抄

妙
法
曼
陀
羅
供
養
事

呵
責
謗
法
滅
罪
鈔

異

体
同
心
事

神
国
王
御
書

曽
谷
入
道
殿
許
御
書

撰
時
抄

四
信
五
品
鈔

仏
眼
御
書

兵
衛
志
殿
御
書

上

野
殿
御
返
事

身
延
山
御
書

「
癩
」
の
語
が
記
載
さ
れ
て
あ
る
も
の
は
、
次
の
二
書
で
あ
る
。

佐
渡
御
書

日
妙
聖
人
御
書

（
断
簡
・
図
は
省
略
し
た
。
検
索
や
集
計
は
未
熟
さ
ゆ
え
に
不
備
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。）

こ
の
十
七
書
の
中
で
、
勧
発
品
の
「
若
復
見
受
持
。
是
経
典
者
。
出
其
過
悪
。
若
実
若
不
実
。
此
人
現
世
。
得
白
癩
病﹇
も
し
ま
た
こ

の
経
典
を
受
持
す
る
者
を
見
て
、
そ
の
過
悪
を
出
さ
ん
。
も
し
は
実
に
も
あ
れ
、
も
し
は
不
実
に
も
あ
れ
、
こ
の
人
現
世
に
白
癩
の
病
を

得
ん
﹈（
平
楽
寺
版
訓
読
三
九
八
頁
・
岩
波
文
庫
版
下
三
三
四
頁
）」
の
経
文
を
引
用
さ
れ
て
い
る
御
書
は
、

、

、

、

、

、
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、

、

の
八
書
で
、「
白
癩
・
癩
」
に
つ
い
て
の
聖
人
の
解
釈
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
御
書
は
、

、

、

、

、

、

、

、

、
の
八
書
で
あ
る
。

仏
教
は
心
の
病
で
あ
る
虚
妄
を
取
り
払
い
入
涅
槃
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
仏
を
医
者
に
経
典
を
薬
に
た
と
え
て
説
い
て
い
る
。
経
に

は
浅
深
が
あ
る
。
つ
ま
り
薬
に
は
優
劣
が
あ
る
か
ら
必
然
的
に
諸
経
で
説
く
涅
槃
の
内
容
も
異
な
る
が
、
虚
妄
を
退
治
し
て
入
涅
槃
す
る

と
い
う
目
的
は
、
原
始
仏
典
か
ら
大
乗
仏
典
に
至
る
ま
で
一
貫
し
て
い
る
。
日
蓮
聖
人
は
『
富
木
入
道
殿
御
返
事（
治
病
抄
）』（
定
遺
一

五
一
七
頁
）で
、「
身
体
の
病
は
仏
で
な
く
て
も
治
る
が
、
心
の
病
は
法
華
経
で
な
く
て
は
治
ら
な
い
（
大
意
）」
と
言
わ
れ
て
お
り
、
心

の
病
を
治
す
こ
と
が
仏
教
の
眼
目
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
疑
い
な
い
。
だ
か
ら
、
経
典
に
記
載
さ
れ
た
「
病
」
に
関
す
る
文
言
は
、
総
じ

て
「
身
体
の
病
」
よ
り
も
「
心
の
病
」
を
指
す
も
の
で
あ
る
と
見
る
こ
と
は
的
外
れ
で
は
な
い
。

こ
の
こ
と
を
念
頭
に
し
て
、
ま
ず
、『
撰
時
抄
』
を
見
よ
う
。

釈
尊
は
重
て
無
虚
妄
の
舌
を
色
究
竟
に
付
さ
せ
給
て
、
後
五
百
歳
に
一
切
の
仏
法
の
滅
せ
ん
時
、
上
行
菩
薩
に
妙
法
蓮
華
経
の
五

字
を
も
た
し
め
て
謗
法
一
闡
提
の
白
癩
病
の
輩
の
良
薬
と
せ
ん
と
、
梵
・
帝
・
日
・
月
・
四
天
・
龍
神
等
に
仰
せ
つ
け
ら
れ
し
金
言

虚
妄
な
る
べ
し
や
。（
定
遺
一
〇
一
七
頁
）

こ
の
御
文
は
、「
上
行
菩
薩
」
を
医
者
に
、「
妙
法
蓮
華
経
の
五
字
」
を
薬
に
、「
謗
法
一
闡
提
の
白
癩
病
の
輩
」
を
病
人
に
、
た
と
え

て
述
べ
て
い
る
。
こ
の
「
謗
法
一
闡
提
の
白
癩
病
」
の
「
白
癩
病
」
は
身
体
的
癩
病
を
意
味
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、「
謗
法
一
闡
提
」

を
指
し
て
「
白
癩
病
」
と
言
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
表
現
は
、『
妙
法
曼
陀
羅
供
養
事
』
や
『
呵
責
謗
法
滅
罪
鈔
』
に
も
あ
る
。

女
人
よ
り
も
男
子
の
科
は
を
ゝ
く
、
男
子
よ
り
も
尼
の
と
が
は
重
し
。
尼
よ
り
も
僧
の
科
は
を
ゝ
く
、
破
戒
の
僧
よ
り
も
持
戒
の

法
師
の
と
が
は
重
し
。
持
戒
の
僧
よ
り
も
智
者
の
科
は
を
も
か
る
べ
し
。
此
等
は
癩
病
の
中
の
白
癩
病
、
白
癩
病
の
中
の
大
白
癩
病

な
り
。
末
代
の
一
切
衆
生
は
い
か
な
る
大
医
い
か
な
る
良
薬
を
以
て
か
可
治
か
ん
が
へ
候
へ
ば
、
云
々
。（『
妙
法
曼
陀
羅
供
養
事
』

定
遺
七
〇
〇
頁
）
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謗
法
は
白
癩
病
の
如
し
。
始
は
緩
に
後
漸
漸
に
大
事
也
。
謗
法
の
者
は
多
は
無
間
地
獄
に
生
じ
、
少
し
は
六
道
に
生
を
受
く
。
人

間
に
生
ず
る
時
は
貧
窮
下
賎
等
、
白
癩
病
等
と
見
え
た
り
。
日
蓮
は
法
華
経
の
明
鏡
を
も
て
自
身
に
引
向
へ
た
る
に
、
都
て
く
も
り

な
し
。
過
去
の
謗
法
我
身
に
あ
る
事
疑
な
し
。
此
罪
を
今
生
に
消
さ
ず
ば
、
未
来
争
か
地
獄
の
苦
を
ば
免
る
べ
き
。（『
呵
責
謗
法
滅

罪
鈔
』
定
遺
七
八
〇
頁
）

前
者
は
、
女
人
よ
り
男
子
、
男
子
よ
り
も
尼
、
尼
よ
り
も
僧
、
破
戒
僧
よ
り
も
持
戒
僧
、
持
戒
僧
よ
り
も
智
者
は
罪
が
深
い
「
大
白
癩

病
」
で
あ
る
と
し
て
、
こ
の
病
に
は
ど
の
よ
う
な
大
医
者
・
大
良
薬
で
治
る
か
と
言
わ
れ
て
お
り
、
大
意
は
『
撰
時
抄
』
と
同
じ
で
あ

る
。
後
者
は
「
謗
法
は
白
癩
病
の
如
し
」
と
あ
る
。

『
四
信
五
品
鈔
』
に
は
、

経（
勧
発
品
）に
云
く
、「
も
し
ま
た
こ
の
経
典
を
受
持
す
る
者
を
見
て
、
そ
の
過
悪
を
出
さ
ん
、
も
し
は
実
に
も
あ
れ
、
も
し
は

不
実
に
も
あ
れ
、
こ
の
人
現
世
に
白
癩
の
病
を
得
ん
、
乃
至
諸
悪
重
病
あ
る
べ
し
」。
ま
た
云
く
、「
当
に
世
世
に
眼
な
か
る
べ
し
」

等
云
云
。
明
心
と
円
智
と
は
現
に
白
癩
を
得
、
道
阿
弥
は
無
眼
の
者
と
成
ぬ
。
国
中
の
疫
病
は
頭
破
七
分
な
り
。
罰
を
以
て
徳
を
推

す
る
に
、
我
門
人
等
は
「
福
過
十
号
」
疑
い
な
き
者
な
り
。（
定
遺
一
二
九
九
頁
）

こ
こ
で
は
、
勧
発
品
の
経
文
を
示
し
、
明
心
と
円
智
は
白
癩
に
道
阿
弥
は
無
眼
と
な
っ
た
、
と
言
わ
れ
て
い
る
。
現
実
に
明
心
と
円
智

が
身
体
的
癩
に
、
道
阿
弥
が
身
体
的
に
盲
目
に
な
っ
た
の
か
、
こ
の
文
中
で
は
断
定
で
き
な
い
が
、
先
の
『
撰
時
抄
』
を
念
頭
に
、
次
の

御
文
を
見
る
と
、
身
体
的
癩
病
や
盲
目
の
こ
と
で
は
な
く
「
謗
法
」
を
意
味
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

阿
闍
世
王
の
仏
に
帰
し
て
白
癩
を
や
（
治
）
め
、
四
十
年
の
寿
を
の
べ
。（『
異
体
同
心
事
』
定
遺
八
三
〇
）

阿
闍
世
王
父
を
こ
ろ
せ
し
か
ば
白
癩
病
人
と
な
り
に
き
。（『
上
野
殿
御
返
事
』
定
遺
一
七
四
四
頁
）

阿
闍
世
王
の
如
く
即
身
に
白
癩
病
を
も
つ
き
ぬ
べ
か
り
し
が
、
四
十
二
年
と
申
せ
し
に
法
華
経
を
説
給
て
。（『
同
』
定
遺
一
七
四
五

頁
）
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阿
闍
世
王
が
提
婆
達
多
に
そ
そ
の
か
さ
れ
て
釈
尊
に
敵
対
し
「
悪
瘡
」
が
身
に
出
て
無
間
地
獄
に
墮
ち
、
後
に
釈
尊
に
心
服
随
従
し
て

病
は
快
癒
し
た
、
と
い
う
こ
と
は
多
く
の
御
遺
文
に
あ
る
。
こ
の
「
阿
闍
世
王
の
悪
瘡
」
は
涅
槃
経
の
引
用
で
、
こ
れ
ら
の
御
文
の
内
容

か
ら
察
す
る
と
、
阿
闍
世
王
の
悪
瘡
や
白
癩
病
は
と
も
に
「
誹
謗
正
法
」
を
意
味
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

太
古
以
来
、
十
九
世
紀
ま
で
、
ハ
ン
セ
ン
（
一
八
四
一

一
九
一
二
）
が
癩
菌
を
発
見
す
る
ま
で
ハ
ン
セ
ン
病
は
治
癒
で
き
る
病
気
と

は
思
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
も
し
、「
癩
病
は
治
癒
で
き
る
病
気
で
は
な
い
」
と
思
わ
れ
て
い
た
な
ら
ば
、「
仏
に
帰
し
て
白
癩
を
や

（
治
）
め
」
と
い
う
「
治
め
」
と
い
う
表
現
は
多
い
に
矛
盾
す
る
。
こ
の
御
文
の
「
白
癩
病
」
は
「
ハ
ン
セ
ン
病
」
で
は
な
い
こ
と
、
つ

ま
り
を
「
誹
謗
正
法
」
を
示
し
て
い
る
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

も
し
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
明
心
・
円
智
の
白
癩
や
道
阿
弥
の
無
眼
は
、
身
体
的
癩
病
や
盲
目
で
は
な
く
「
謗
法
」
を
意
味
し
て
い
る

と
言
え
る
。

『
四
信
五
品
鈔
』
の
「
国
中
の
疫
病
は
頭
破
七
分
な
り
。
罰
を
以
て
徳
を
推
す
る
に
、
我
門
人
等
は
「
福
過
十
号
」
疑
い
な
き
者
な

り
」
の
御
文
は
、
法
華
誹
謗

頭
破
七
分
と
い
う
罰
を
も
っ
て
徳
を
考
え
る
と
日
蓮
が
門
人
の
即
身
成
仏
は
疑
い
な
い
と
い
う
も
の
で
、

「
頭
破
七
分（
注
１
）」
を
「
罰
」
と
言
わ
れ
て
い
る
。

『
曽
谷
入
道
殿
許
御
書
』
に
は
、

又
云
く
「
こ
の
人
現
世
に
白
癩
の
病
を
得
ん
」。
又
云
く
「
頭
破
れ
て
七
分
と
作
る
」。
ま
た
第
二
巻
に
云
く
「
経
を
読
誦
し
書
持

す
る
こ
と
有
ら
ん
者
を
見
て
、
軽
賤
憎
嫉
し
て
結
恨
を
懐
か
ん
、
乃
至
そ
の
人
命
終
し
て
阿
鼻
獄
に
入
ら
ん
」
云
云
。
第
五
の
巻
に

云
く
「
も
し
人
悪
み
罵
ら
ば
口
す
な
わ
ち
閉
塞
せ
ん
」
云
云
。
伝
教
大
師
の
云
く
「
讃
す
る
者
は
福
を
安
明
に
積
み
、
謗
ず
る
者
は

罪
を
無
間
に
開
く
」
等
云
云
。（
定
遺
九
一
一
頁
）

と
あ
る
。

こ
こ
で
は
、「
得
白
癩
病（
勧
発
品
）」
と
「
頭
破
七
分（
陀
羅
尼
品
）」
と
「
若
人
不
信
○
入
阿
鼻
獄（
譬
諭
品
）」
の
経
文
が
す
べ
て
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「
誹
謗
正
法
」
を
示
唆
し
な
が
ら
記
述
さ
れ
て
い
る
。『
災
難
興
起
由
来
』（
定
遺
一
六
〇
）で
も
「
得
白
癩
病
」
と
「
若
人
不
信
○
入
阿

鼻
獄
」
が
、『
開
目
抄
』
で
は
「
得
白
癩
病
」
と
「
頭
破
七
分
」
が
記
さ
れ
「
誹
謗
正
法
」
を
意
味
す
る
も
の
と
し
て
説
か
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、「
得
白
癩
病
」
と
「
頭
破
作
七
分
」
と
「
若
人
不
信

乃
至

入
阿
鼻
獄
」
は
不
可
分
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

次
に
、『
開
目
抄
』
を
見
よ
う
。

あ
る
人
云
く
、
当
世
の
三
類
は
ほ
ぼ
あ
る
に
に
た
り
、
た
だ
し
法
華
経
の
行
者
な
し
。
汝
を
法
華
経
の
行
者
と
い
は
ん
と
す
れ
ば

大
な
る
相
違
あ
り
。
こ
の
経
に
云
く
「
天
の
諸
の
童
子
以
て
給
使
を
な
さ
ん
。
刀
杖
も
加
え
ず
、
毒
も
害
す
る
こ
と
能
わ
ず
」。
ま

た
云
く
「
も
し
人
悪
罵
（
お
め
）
す
れ
ば
口
則
ち
閉
塞
す
」
等
。
ま
た
云
く
「
現
世
に
は
安
隠
に
し
て
後
に
は
善
処
に
生
れ
ん
」
等

云
云
。
ま
た
「
頭
破
れ
て
七
分
と
作
る
こ
と
阿
梨
樹
の
枝
の
ご
と
く
な
ら
ん
」。
ま
た
云
く
「
ま
た
現
世
に
お
い
て
そ
の
福
報
を
得

ん
」
等
。
ま
た
云
く
「
も
し
ま
た
こ
の
経
典
を
受
持
す
る
者
を
見
て
、
そ
の
過
悪
を
出
さ
ん
。
も
し
は
実
に
も
あ
れ
、
も
し
は
不
実

に
も
あ
れ
、
こ
の
人
現
世
に
白
癩
の
病
を
得
ん
等
云
云
。」（
定
遺
五
九
九
頁
）

御
文
を
要
約
す
る
と
、「
日
蓮
さ
ん
あ
な
た
が
法
華
経
の
行
者
で
あ
る
な
ら
ば
、
経
文
と
大
き
く
相
違
し
て
い
る
。
経
文
に
は
「
頭
破

作
七
分
」「
口
則
閉
塞（
安
楽
行
品
）」「
若
実
若
不
実
此
人
現
世
得
白
癩
病
等
」
と
あ
る
の
に
、
あ
な
た
を
謗
る
人
た
ち
は
経
文
の
よ
う
に

は
な
っ
て
い
な
い
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

経
文
の
文
字
面
ど
お
り
に
「
白
癩
」「
頭
破
作
七
分
」「
口
則
閉
塞
」
を
身
体
的
癩
病
や
頭
破
等
と
解
釈
す
る
と
、
日
蓮
聖
人
を
謗
っ
て

も
、
現
実
に
謗
る
者
が
癩
や
頭
破
作
七
分
に
な
ら
な
い
か
ら
、
聖
人
は
法
華
経
の
行
者
で
は
な
い
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
問
い
で
あ

る
。
現
実
に
法
華
誹
謗
が
原
因
で
身
体
的
癩
病
等
に
な
る
な
ら
ば
、
こ
の
よ
う
な
問
い
が
あ
る
は
ず
が
な
い
。
聖
人
は
釈
尊
・
天
台
・
伝

教
・
御
自
身
を
三
国
四
師
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
法
華
経
を
流
布
さ
せ
た
三
国
四
師
を
実
際
に
謗
っ
て
も
、
身
体
的
癩
病
や
頭
破
七
分
に

な
っ
た
事
実
が
な
い
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
問
い
を
設
け
る
の
で
あ
る
。
こ
の
御
文
は
法
華
経
を
誹
謗
し
た
か
ら
と
い
っ
て
現
実
に
ハ
ン
セ

ン
病
に
な
っ
て
い
な
い
こ
と
示
し
て
い
る
。
勧
発
品
の
白
癩
は
ハ
ン
セ
ン
病
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
く
、
白
癩
は
謗
法
一
闡
提
を
意
味
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し
て
い
る
な
ら
ば
、
経
文
と
現
実
が
合
致
す
る
。

も
と
も
と
、
仏
教
は
心
の
病
を
治
す
教
え
で
あ
る（
注
３
）。
経
文
に
「
入
阿
鼻
獄
」「
得
白
癩
病
」「
頭
破
七
分
」
と
あ
る
が
、
経
文
が

示
す
地
獄
と
は
、「
心
の
病
い
」
「
謗
法
一
闡
提
」
を
本
義
と
し
て
い
る
。
も
し
、
日
蓮
聖
人
が
、
法
華
誹
謗
の
業
罰
で
身
体
的
癩
病
の

堕
地
獄
に
な
る
と
解
釈
し
て
い
た
と
す
る
と
、『
撰
時
抄
』
の

彼
の
天
台
座
主
よ
り
も
南
無
妙
法
蓮
華
経
と
唱
る
癩
人
と
は
な
る
べ
し
。（
定
遺
一
〇
〇
九
頁
）

の
文
と
矛
盾
す
る
。
こ
の
御
文
の
意
味
は
「
天
台
座
主
よ
り
、
末
法
流
布
の
題
目
を
唱
え
る
癩
人
と
は
な
る
べ
し
」
と
い
う
も
の
で
あ

る
。
も
し
、
勧
発
品
の
白
癩
が
ハ
ン
セ
ン
病
を
指
し
、
法
華
誹
謗
で
癩
人
に
な
る
な
ら
ば
、
法
華
経
を
受
持
し
て
癩
人
と
な
れ
、
と
い
う

の
は
明
ら
か
に
矛
盾
で
あ
る
。
こ
の
御
文
は
、
法
華
誹
謗
の
罪
と
法
華
受
持
の
功
徳
を
相
対
比
較
し
て
説
く
も
の
で
あ
り
、
癩
人
を
差
別

し
た
り
排
除
し
た
り
す
る
意
味
は
全
く
な
い
。「
癩
人
」
を
た
と
え
と
し
て
い
る
こ
と
に
対
し
て
「
差
別
だ
」
と
指
摘
す
る
人
が
い
る
か

も
し
れ
な
い
が
、
約
七
五
〇
年
前
の
日
蓮
聖
人
に
は
癩
人
を
差
別
し
排
除
す
る
意
識
が
全
く
な
か
っ
た
と
い
う
事
実
を
認
識
し
て
し
か
る

べ
き
で
は
あ
る
ま
い
か
。

聖
人
に
社
会
的
差
別
観
念
が
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、「
日
蓮
は
日
本
国
東
夷
東
条
安
房
国
海
辺
の
旃
陀
羅
が
子
也
」（『
佐
渡
御
勘

気
鈔
』
定
遺
五
一
一
頁
）の
御
文
か
ら
も
う
か
が
わ
れ
る
。
御
遺
文
の
「
旃
陀
羅
」
記
述
に
対
し
て
は
い
ろ
い
ろ
説
が
あ
る
。
社
会
的
身

分
の
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
の
裏
返
し
と
い
う
説
、
聖
人
は
旃
陀
羅
の
出
自
で
な
く
皇
胤
で
あ
る
と
い
う
説
も
あ
る
。
だ
が
、
聖
人
の
価
値
観

は
、
身
分
・
貧
富
・
賢
愚
・
老
若
男
女
等
の
差
別
観
念
は
な
か
っ
た
。
朝
廷
や
幕
府
を
「
た
だ
嶋
の
長
」（
定
遺
四
四
八
頁
）、「
源
平
二

家
と
申
て
王
の
門
守
の
犬
二
疋
」（
定
遺
一
七
〇
八
頁
）と
喝
破
し
て
お
り
、
聖
人
に
は
身
分
に
対
す
る
優
劣
観
念
は
な
か
っ
た
と
拝
察
す

る
。
恩
あ
る
領
家
の
尼
に
本
尊
授
与
を
拒
否
し
た
例（
定
遺
八
六
六
八
六
九
頁
）は
、
世
俗
の
恩
や
義
理
の
束
縛
と
は
無
関
係
な
こ
と
を

示
し
て
い
る
。『
佐
渡
御
書
』
の
「
日
蓮
御
房
は
師
匠
に
て
は
お
は
せ
ど
も
余
に
こ
は
（
剛
）
し
」（
定
遺
六
一
八
頁
）と
い
う
文
は
、
世

間
や
弟
子
檀
那
が
ど
う
思
お
う
と
我
が
道
を
行
く
法
華
経
の
行
者
の
姿
を
示
し
て
い
る
。
わ
れ
わ
れ
凡
夫
が
日
々
あ
く
せ
く
す
る
社
会
的
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価
値
観
や
常
識
や
感
情
な
ど
と
い
う
世
間
の
い
ろ
い
ろ
に
対
し
て
日
蓮
聖
人
は
、
ほ
と
ん
ど
無
視
も
し
く
は
軽
視
の
観
が
あ
る
。
さ
り
と

て
、
安
国
論
提
出
や
頼
基
陳
情
の
よ
う
に
、
世
俗
的
問
題
に
介
入
す
る
場
合
は
細
心
の
注
意
で
対
応
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
事
例
か

ら
す
る
と
、
日
蓮
聖
人
に
は
、
世
間
的
差
別
の
偏
見
な
ど
と
い
う
も
の
は
な
く
、
法
華
経
の
行
者
と
し
て
偏
頗
な
き
価
値
観
で
世
俗
を
見

ら
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
、
要
す
る
に
、
差
別
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
や
差
別
ア
レ
ル
ギ
ー
の
よ
う
な
も
の
は
皆
無
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

勧
発
品
「
得
白
癩
病
」
と
、
譬
諭
品
「
若
人
不
信
（
乃
至
）
其
人
命
終

入
阿
鼻
獄
」
の
関
係

譬
諭
品
の
「
若
人
不
信

毀
謗
此
経

則
断
一
切

世
間
仏
種
（
乃
至
）
其
人
命
終

入
阿
鼻
獄
」
の
経
文
は
、「
法
華
経
誹
謗
す

な
わ
ち
謗
法
」
で
法
華
誹
謗
を
戒
め
る
根
拠
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
日
蓮
教
学
・
法
華
経
教
学
の
基
本
で
あ
る
。
こ
の
経
文
に
依
っ
て
浄
土

宗
・
華
厳
宗
・
真
言
宗
・
法
相
宗
等
の
諸
宗
の
依
経
は
方
便
権
教
で
あ
る
か
ら
爾
前
無
得
道
の
四
箇
格
言
が
主
張
さ
れ
る
。「
若
人
不
信

毀
謗
此
経

乃
至

其
人
命
終

入
阿
鼻
獄
」
を
日
蓮
聖
人
の
お
言
葉
で
表
現
す
れ
ば
、

善
に
付
け
悪
に
つ
け
法
華
経
を
す
つ
る
は
地
獄
の
業
な
る
べ
し
。（『
開
目
抄
』
定
遺
六
〇
一
頁
）

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
一
仏
乗
の
教
え
か
ら
す
る
と
、
法
華
経
以
外
で
は
成
仏
涅
槃
は
成
就
し
な
い
か
ら
、
法
華
誹
謗
を
徹
底
的
に
制
止

す
る
。

日
蓮
聖
人
遺
文
集
全
編
に
お
い
て
説
か
れ
て
い
る
こ
と
は
、「
法
華
経
誹
謗
を
戒
め
制
止
し
、
法
華
経
受
持
を
説
く
」
と
い
う
一
言
に

尽
き
る
。
釈
尊
は
成
仏
の
た
め
に
悪
知
識
を
折
伏
し
、
法
華
経
の
受
持
者
は
自
他
の
成
仏
の
た
め
に
悪
知
識
を
呵
責
す
る
。
行
者
に
と
っ

て
法
華
経
受
得
と
い
う
行
為
は
如
説
修
行
で
あ
る
と
同
時
に
即
身
成
仏
の
ふ
る
ま
い
を
意
味
す
る
。
勧
発
品
の
「
若
実
若
不
実
」
の
経
文

を
示
し
解
説
さ
れ
た
御
文
が
『
松
野
殿
御
返
事
』
に
あ
る
。

此
十
四
誹
謗
は
在
家
出
家
に
亘
る
べ
し
。
略

不
軽
菩
薩
は
一
切
衆
生
に
仏
性
あ
り
、
法
華
経
を
持
ば
必
成
仏
す
べ
し
、
彼
を
軽

ん
じ
て
は
仏
を
軽
ん
ず
る
に
な
る
べ
し
と
て
、
礼
拝
の
行
を
ば
立
さ
せ
給
し
也
。
略

此
経
の
四
巻
に
は
若
は
在
家
に
て
も
あ
れ
、
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出
家
に
て
も
あ
れ
、
法
華
経
を
持
説
者
を
一
言
に
て
も
毀
る
事
あ
ら
ば
其
罪
多
き
事
、
釈
迦
仏
を
一
劫
の
間
、
直
に
毀
り
奉
る
罪
に

は
勝
た
り
と
見
へ
た
り
。
或
は
若
実
若
不
実
と
も
説
れ
た
り
。
以
之
思
之
、
忘
て
も
法
華
経
を
持
つ
者
を
ば
互
に
毀
る
べ
か
ら
ざ
る

歟
。
其
故
は
法
華
経
を
持
つ
者
は
必
皆
仏
也
。
仏
を
毀
て
は
罪
を
得
也
。
加
様
に
心
得
て
唱
る
題
目
の
功
徳
は
釈
尊
の
御
功
徳
と
等

し
か
る
べ
し
。
釈
云
、
阿
鼻
の
依
正
は
全
く
極
聖
の
自
身
に
処
し
、
毘
盧
身
土
は
凡
下
の
一
念
を
こ
え
ず
云
云
。
十
四
誹
謗
の
心
は

文
に
任
て
推
量
あ
る
べ
し
。（
定
遺
一
二
六
六
頁
）

注
目
す
べ
き
は
傍
点
部
分
の
記
述
で
あ
る
。
御
文
の
意
味
は
、「
こ
れ
を
も
っ
て
思
う
に
、
忘
て
も
法
華
経
を
持
つ
者
を
、
お
互
に

毀
っ
て
は
い
け
な
い
。
理
由
は
、
法
華
経
を
持
つ
者
は
即
身
成
仏
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
必
ず
皆
仏
で
あ
る
。
法
華
経
を
受
持
し
て
成

仏
し
た
行
者
を
毀
る
と
い
う
こ
と
は
、
釈
尊
と
如
我
等
無
異
の
仏
を
毀
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
罪
を
得
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に

心
得
て
唱
る
題
目
の
功
徳
は
釈
尊
の
御
功
徳
と
等
し
い
の
で
、
即
身
成
仏
は
疑
い
な
い
の
で
あ
る
。
妙
楽
の
釈
に
、
阿
鼻
の
依
正
は
仏
の

自
身
に
あ
り
、
仏
の
依
正
も
凡
夫
の
一
念
に
あ
る
。
凡
聖
の
一
念
に
依
正
は
あ
る
と
無
二
無
別
を
説
く
法
華
経
を
受
持
し
て
即
身
成
仏
す

る
。
十
四
誹
謗
は
譬
諭
品
の
経
文
を
見
て
推
量
し
な
さ
い
」
と
法
華
経
受
持
の
用
心
が
説
か
れ
て
い
る
。
こ
の
御
文
は
、
次
の
御
文
に
後

続
し
て
い
る
。

但
し
聖
人
の
唱
さ
せ
給
題
目
の
功
徳
と
、
我
等
が
唱
へ
申
題
目
の
功
徳
と
、
何
程
の
多
少
候
べ
き
や
と
﹇
云
云
﹈。
更
に
勝
劣
あ

る
べ
か
ら
ず
候
。
其
故
は
愚
者
の
持
た
る
金
も
智
者
の
持
た
る
金
も
、
愚
者
の
然
せ
る
火
も
智
者
の
然
せ
る
火
も
、
其
差
別
な
き

也
。
但
し
此
経
の
心
に
背
て
唱
へ
ば
其
差
別
有
べ
き
也
。（
定
遺
一
二
六
五
頁
）

右
の
御
文
は
、
日
蓮
門
下
で
は
周
知
な
の
で
解
説
す
る
ま
で
も
な
い
が
、
仏
智
慧
を
「
金
」
と
「
火
」
に
た
と
え
て
、「
愚
者
も
智
者

も
い
か
な
る
人
も
、
法
華
経
の
本
意
に
違
背
せ
ず
受
持
す
る（
行
為
）な
ら
ば
、
以
信
代
慧
で
仏
智
慧
が
自
然
譲
与
さ
れ
即
身
成
仏
す
る
の

で
、
そ
の
功
徳
は
一
切
平
等
で
あ
る
」
と
「
行
為
と
功
徳
の
平
等
」
が
明
言
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
「
法
華
経
の
心
に
背
い
て
題
目
を
唱

え
る
な
ら
ば
、「
若
実
若
不
実
」
の
経
文
に
該
当
す
る
、
と
き
つ
く
戒
め
ら
れ
て
い
る
。
法
華
経
の
本
意
と
合
致
し
な
い
唱
題
は
「
此
人
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現
世
得
白
癩
病
」
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
で
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
法
華
経
の
本
意
に
背
く
こ
と
は
「
此
人
現
世
得
白
癩
病
」
す
な
わ

ち
「
謗
法
」
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、「
法
華
経
の
心
に
背
か
な
い
行
者
を
法
華
経
の
行
者
と
い
う
」
と
い
う
定
義
が
明
示
さ
れ
て
い
る
。

至
極
も
っ
と
も
と
言
え
る
が
、
行
者
の
言
動
の
上
辺
だ
け
で
法
華
経
受
持
で
あ
る
か
否
か
が
判
断
さ
れ
る
の
で
な
く
、
身
口
意
三
業
の
具

備
、
こ
と
に
意
業
の
重
要
性
を
説
い
て
い
る
。
法
華
経
の
本
意
を
知
ら
な
い
と
本
当
の
法
華
経
受
持
に
は
な
ら
な
い
か
ら
、
聖
人
は
こ
の

よ
う
な
質
問
を
す
る
松
野
殿
を
、「
加
様
に
法
門
を
御
尋
候
事
、
誠
に
後
世
を
願
せ
給
人
歟
。
能
聴
是
法
者
斯
人
亦
復
難
と
て
、
此
経
は

正
き
仏
の
御
使
世
に
出
ず
ん
ば
、
仏
の
御
本
意
の
如
く
説
事
難
き
上
、
此
経
の
い
は
れ
を
問
尋
て
不
審
を
明
め
、
能
信
ず
る
者
難
か
る
べ

し
と
見
え
て
候
」（
定
遺
一
二
六
六
頁
）と
お
誉
め
に
な
っ
て
い
る
。
た
だ
題
目
を
唱
え
れ
ば
良
い
の
で
は
な
く
「
仏
の
御
本
意
、
法
華
経

の
御
本
意
に
背
か
な
い
」
と
い
う
こ
と
が
重
大
な
の
で
あ
る
。
法
華
経
の
本
意
に
背
く
こ
と
は
、
法
華
経
を
捨
て
る
こ
と
に
な
り
、
地
獄

の
業
に
な
る
か
ら
、
こ
の
よ
う
に
戒
め
ら
れ
る
。
業
の
中
心
が
三
業
の
中
の
意
業
で
あ
る
こ
と
は
『
大
智
度
論（
巻
第
七
十
五
）』
に
も
あ

る
。
い
わ
く
「
業
は
身
口
業
と
な
り
、
思
と
は
但
だ
意
業
に
し
て
、
思
は
是
れ
真
業
な
り
。
身
口
業
は
思
の
た
め
の
ゆ
え
に
名
づ
け
て
業

と
な
す
」（
国
訳
大
蔵
経
論
部
第
四
巻
一
〇
七
頁
）と
。

な
お
、（
注
３
）で
、
ス
ッ
タ
ニ
パ
ー
タ
の
業
論
に
つ
い
て
、（
注
４
）で
身
口
意
三
業
に
つ
い
て
補
足
説
明
し
た
。

以
上
、
勧
発
品
白
癩
の
日
蓮
聖
人
の
解
釈
の
本
義
は
「
謗
法
・
一
闡
提
」
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
た
が
、
こ
の
こ
と
を
念
頭
に
し
て
、
次

に
再
度
、
御
遺
文
に
お
け
る
法
華
誹
謗
に
関
す
る
表
現
を
確
認
す
る
。

日
蓮
聖
人
遺
文
に
お
け
る
随
自
意
・
随
他
意
の
表
現
に
つ
い
て

日
蓮
聖
人
は
、

予
が
法
門
は
四
悉
檀
を
心
に
懸
て
申
な
れ
ば
、
強
て
成
仏
の
理
に
違
わ
ざ
れ
ば
且
ら
く
世
間
普
通
の
義
を
用
う
べ
き
か
。『
太
田
左

衛
門
尉
御
返
事
』（
定
遺
一
四
九
六
頁
）



─ ─

と
言
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
御
文
の
意
味
は
「
日
蓮
の
説
く
法
門
は
四
悉
檀
を
踏
ま
え
て
説
い
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
仏
教
の
第
一
義
の
目
的
で
あ
る
成
仏
の

理
に
強
い
て
相
違
な
け
れ
ば
、
し
ば
ら
く
は
世
間
普
通
の
義
を
用
い
て
説
い
て
い
る
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
御
遺
文
中
に
「
法
華
誹
謗

の
業
報
」
を
つ
ね
に
「
謗
法
・
一
闡
提
」
と
表
現
し
て
い
る
か
、
と
い
う
と
必
ず
し
も
そ
う
と
は
言
え
な
い
。「
形
状
醜
陋
」「
衣
服
足
ら

ず
」
と
い
う
よ
う
な
不
遇
な
現
状
を
さ
し
て
過
去
の
謗
法
の
業
と
記
述
さ
れ
て
い
る
御
文
も
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
言
及
し
な
け
れ

ば
、
片
手
落
ち
の
そ
し
り
を
受
け
か
ね
な
い
の
で
あ
え
て
述
べ
る
。

た
と
え
ば
、『
開
目
抄
』
で
は

般
泥

経
に
云
く
「（
略
）
こ
の
諸
の
罪
報
は
或
は
軽
易
せ
ら
れ
、
或
は
形
状
醜
陋
、
衣
服
足
ら
ず
、
飲
食
机
疎
、
財
を
求
む
る

に
利
あ
ら
ず
、
貧
賤
の
家
・
邪
見
の
家
に
生
ま
れ
、
或
は
王
難
に
遭
い
、
及
び
余
の
種
種
の
人
間
の
苦
報
あ
ら
ん
。
現
世
に
軽
く
受

く
る
は
こ
れ
護
法
の
功
徳
力
に
由
る
が
故
な
り
」
等
云
云
。
こ
の
経
文
、
日
蓮
が
身
に
あ
た
か
も
符
契
の
ご
と
し
。
狐
疑
の
氷
と
け

ぬ
。
千
万
の
難
も
由
な
し
。
一
一
の
句
を
我
が
身
に
あ
わ
せ
ん
。「
或
は
軽
易
せ
ら
れ
」
等
云
云
。
法
華
経
に
云
く
「
軽
賤
憎
嫉
」

等
云
云
。
二
十
余
年
が
間
の
軽
慢
せ
ら
る
。「
或
は
形
状
醜
陋
」。
ま
た
云
く
「
衣
服
足
ら
ず
」。
予
が
身
な
り
。「
飲
食
粗
疎
」。
予

が
身
な
り
。「
財
を
求
む
る
に
利
あ
ら
ず
」。
予
が
身
な
り
。「
貧
賤
の
家
に
生
ま
れ
」。
予
が
身
な
り
。「
或
は
王
難
に
遭
い
」
等
。

（
定
遺
六
〇
一
頁
）

こ
の
よ
う
な
表
現
は
、
過
去
世
の
法
華
誹
謗
と
現
世
の
不
遇
を
結
び
付
け
た
も
の
で
あ
る
、
と
一
応
は
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

し
か
し
、
仏
教
は
意
業
を
真
業
と
す
る
教
え
で
あ
り
、
日
蓮
聖
人
は
空
仮
中
を
領
解
さ
れ
た
こ
と
を
思
う
と
、「
い
わ
ゆ
る
悪
し
き
業

論
」
で
経
文
や
現
実
を
認
識
さ
れ
た
の
で
は
な
い
と
思
わ
ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ
る
。（
注
５
）

提
婆
達
多
や
善
星
比
丘
の
今
生
に
お
け
る
誹
謗
正
法
は
、
過
去
現
在
の
謗
法
の
業
報
で
、
も
し
、
勧
発
品
の
白
癩
が
身
体
的
癩
病
を
意

味
す
る
な
ら
ば
、
提
婆
達
多
や
善
星
比
丘
が
現
世
に
身
体
的
癩
病
に
な
ら
な
け
れ
ば
経
文
と
符
合
し
な
い
。
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法
華
経
を
「
皆
是
真
実
」
の
経
典
と
信
じ
て
、
日
蓮
聖
人
遺
文
を
指
南
に
し
て
読
む
と
、
前
述
し
た
よ
う
に
勧
発
品
の
白
癩
は
ハ
ン
セ

ン
病
で
は
な
く
謗
法
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
と
見
る
と
、
一
見
矛
盾
す
る
よ
う
な
経
文
や
御
文
は
整
合
す
る
。
法
華
誹
謗
の
業
罰
で
現

世
に
ハ
ン
セ
ン
病
等
の
報
い
を
受
け
る
と
い
う
読
み
は
、
仏
教
本
来
の
業
論
と
も
矛
盾
す
る
。
仏
教
思
想
を
念
頭
に
す
る
な
ら
ば
、
こ
の

よ
う
な
誤
読
が
生
ま
れ
る
余
地
は
な
い
。

勧
発
品
の
記
述
が
、
差
別
を
示
唆
す
る
論
理
が
「
あ
る
」
な
ら
ば
、
恫
喝
と
救
済
の
論
理
で
差
別
的
役
割
を
果
た
し
た
と
す
る
門
馬
氏

の
言
い
分
に
も
一
理
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
経
文
の
「
白
癩
」
は
現
実
の
「
ハ
ン
セ
ン
病
」
で
な
く
「
謗
法
・
一
闡
提
」
の
意

味
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
番
肝
心
な
キ
ー
ワ
ー
ド
の
概
念
を
誤
っ
て
、
経
文
を
解
釈
し
た
場
合
、
そ
の
責
任
は
経
文
に
あ
る
の

か
。日

蓮
聖
人
は
言
わ
れ
て
い
る
。

人
、
路（
み
ち
）つ
く
る
。
路
に
迷
ふ
者
あ
り
。
作
る
者
の
罪
と
な
る
べ
し
や
。
良
医
薬
を
病
人
に
あ
た
う
。
病
人
嫌
い
て
服
せ
ず

し
て
死
せ
ば
、
良
医
の
失
（
と
が
）
と
な
る
か
。（『
撰
時
抄
』（
定
遺
一
〇
〇
四
頁
）

と
。法

華
経
は
日
蓮
宗
だ
け
で
な
く
他
宗
派
も
尊
重
し
た
経
典
で
あ
る
か
ら
、
勧
発
品
の
白
癩
の
解
釈
は
、
宗
派
や
教
団
や
門
流
に
よ
っ
て

異
な
っ
た
解
釈
が
あ
る
だ
ろ
う
。
な
か
に
は
「
白
癩
」
を
「
身
体
的
癩
」
と
認
識
し
、
身
体
的
癩
を
業
罰
の
報
い
と
解
釈
し
差
別
切
紙
が

存
在
し
た
教
団
も
存
在
す
る
と
い
う
。

わ
れ
わ
れ
は
、
仏
教
教
団
が
行
っ
た
過
去
の
負
の
遺
産
を
宗
派
の
い
か
ん
を
問
わ
ず
共
有
し
、
こ
の
よ
う
な
差
別
行
為
が
再
び
起
こ
ら

な
い
よ
う
に
、
仏
教
の
名
を
汚
し
た
先
人
の
解
釈
や
行
為
を
真
摯
に
見
つ
め
、
仏
道
に
お
け
る
正
し
い
義
を
つ
ね
に
求
め
精
進
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
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だ
が
、
仏
教
教
団
の
誤
読
や
非
道
の
責
任
は
、
す
な
わ
ち
、
法
華
経
の
責
任
で
は
な
い
。

（
注
１
）「
頭
破
七
分
」
に
つ
い
て
。

「
頭
破
作
七
分
」
と
「
得
白
癩
病
」
の
経
文
の
意
味
す
る
義
は
不
可
分
な
の
で
、
こ
こ
で
「
頭
破
」
の
意
味
に
つ
い
て
述

べ
る
。

陀
羅
尼
品
に
、
十
羅
刹
女
は
法
華
説
法
者
を
悩
乱
さ
せ
る
者
を
「
頭
破
作
七
分

如
阿
梨
樹
枝
」
と
あ
る
。

こ
の
経
文
を
、「
為
政
者
や
天
神
ら
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
威
力
に
よ
っ
て
邪
法
の
徒
に
懲
罰
を
加
え
る
。（
略
）
折
伏
の
直
接

的
な
実
行
は
、
神
や
為
政
者
が
担
当
す
る
」（『
現
代
宗
教
研
究
四
〇
号
』
二
五
頁
参
照
）と
解
釈
す
る
説
が
あ
る
。
こ
れ
は

摂
受
折
伏
の
折
伏
を
武
力
暴
力
と
い
う
誤
読
に
基
づ
く
見
解
で
誤
り
で
あ
る
。

も
と
も
と
、
仏
教
は
無
我
や
無
自
性
空
を
本
義
と
し
て
説
く
教
え
で
あ
り
、
懲
罰
を
下
す
が
ご
と
き
人
格
を
所
有
す
る
よ

う
な
天
神
は
空
な
る
が
ゆ
え
に
存
在
し
な
い
。

日
蓮
聖
人
は
御
遺
文
で
無
我
・
無
自
性
空
を
あ
ま
り
説
か
れ
て
な
く
、
常
一
主
宰
の
非
存
在
に
つ
い
て
の
言
及
は
す
こ
ぶ

る
少
な
い
。
し
か
し
、
法
華
経
に
は
「
如
来
座
者

一
切
法
空
是
」
と
一
切
法
空
を
説
く
。
龍
樹
は
無
自
性
空
・
一
切
法
畢

竟
空
を
説
き
、
天
台
は
こ
の
龍
樹
学
説
を
踏
ん
で
三
大
部
を
説
く
。『
摩
訶
止
観
』
に
は
「
龍
樹
師
に
帰
命
し
た
て
ま
つ

る
」（
岩
波
文
庫
・
上
二
二
頁
）と
あ
り
、「
因
縁
所
生
法
等
」
の
中
論
偈
を
提
示
し
て
即
空
即
仮
即
中
を
説
い
て
い
る（
岩
波

文
庫
上
二
二
頁
、
四
四
頁
、
三
五
〇
頁
）。
天
台
は
、
龍
樹
の
八
不
や
畢
竟
空
を
領
解
し
た
上
で
、
即
空
即
仮
即
中
を
説
い

た
。
な
ら
ば
、
日
蓮
聖
人
も
天
台
と
同
じ
よ
う
に
龍
樹
の
八
不
や
空
を
領
解
し
た
上
で
即
空
即
仮
即
中
の
義
に
よ
っ
て
法
華

経
を
読
解
さ
れ
た
と
見
る
こ
と
は
当
然
で
あ
る
。（
補
足
参
照
）

無
我
や
空
や
空
仮
中
を
念
頭
に
し
て
、「
頭
破
作
七
分

如
阿
梨
樹
枝
」
い
う
経
文
記
述
を
考
え
て
み
る
。

法
華
誹
謗
者
は
法
華
誹
謗
の
時
点
で
悪
知
識
に
隷
属
し
正
法
を
謗
る
。
こ
の
「
頭
脳
が
錯
乱
し
て
い
る
状
態
」
を
「
頭
破
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作
七
分
如
阿
梨
樹
枝
」
と
表
現
し
た
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
こ
で
言
う
「
頭
脳
の
錯
乱
」
と
は
、
認
識
力
や
判
断
力

の
欠
如
と
か
、
現
代
の
痴
呆
・
精
神
病
を
い
う
の
で
は
な
く
、
因
果
律
を
謗
る
と
い
う
「
因
果
撥
無
」
つ
ま
り
「
謗
法
」

「
一
闡
提
」
の
状
態
の
こ
と
を
意
味
し
、「
頭
破
作
七
分

如
阿
梨
樹
枝
」
は
「
因
果
撥
無
」
の
形
容
で
あ
る
と
見
る
と
経

文
の
意
味
が
明
確
に
な
り
理
が
通
る
。「
因
果
撥
無
」
と
い
う
混
迷
し
た
道
理
を
主
張
す
る
こ
と
は
、「
悪
知
識
」
の
次
元
で

自
説
を
主
張
す
る
こ
と
で
あ
る
か
ら
必
然
的
に
法
華
経
の
説
法
者
を
悩
ま
す
こ
と
に
な
る
。
外
道
の
神
の
よ
う
な
天
神
の
神

罰
懲
罰
と
関
係
な
く
、
正
法
誹
謗
は
「
因
果
撥
無
」「
謗
法
」
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
時
点
で
「
即
身
謗
法
」「
即
身
堕
地
獄
」

で
あ
る
。
天
神
の
神
罰
懲
罰
を
介
在
す
る
こ
と
な
く
、「
法
華
経
誹
謗

即
身
堕
獄
」「
法
華
経
受
持

即
身
成
仏
」
で
あ
る

な
ら
ば
、
仏
教
の
自
業
自
得
、
無
自
性
空
の
義
と
も
整
合
す
る
。
こ
の
よ
う
に
「
頭
破
作
七
分
」
と
は
「
謗
法
」「
一
闡
提
」

「
因
果
撥
無
」
の
状
態
の
こ
と
を
意
味
す
る
と
考
え
る
。

（
補
足
）次
章
で
、
空
思
想
に
触
れ
る
の
で
以
下
補
足
す
る
。

日
蓮
聖
人
は
天
台
と
同
じ
よ
う
に
龍
樹
を
領
解
さ
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、『
開
目
抄
』
の
次
の
御
文
、「
月
氏
の
外
道
。
三

目
八
臂
摩
醯
首
羅
天
・
毘
紐
天
、
此
二
天
を
ば
一
切
衆
生
の
慈
父
悲
母
、
又
天
尊
主
君
と
号
す
。（
略
）
其
所
説
の
法
門
の

極
理
、
或
は
因
中
有
果
、
或
因
中
無
果
、
或
因
中
亦
有
果
亦
無
果
等
﹇
云
云
﹈。
此
外
道
の
極
理
な
り（
定
遺
五
三
七
頁
）」

の
「
摩
醯
首
羅
天（
１
）」
や
「
毘
紐
天
（
２
）」
は
、
龍
樹
『
中
論
』
の
義
を
領
解
し
て
言
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
見
る
べ

き
で
あ
る
。

『
中
論
』
青
目
釈
「
帰
敬
序
」
の
後
に
、「
問
う
て
い
わ
く
、
何
故
に
此
の
論
（
中
論
）
を
造
る
や
。
答
え
て
い
わ
く
、

有
る
人
言
う
、
万
物
は
大
自
在
天（
１
）よ
り
生
ず
と
。
有
る
が
言
う
、
毘
紐
天（
２
）よ
り
生
ず
と
。
・
・
・
是
の
如
き
謬

（
あ
や
ま
）
り
あ
り
て
、
無
因
、
邪
因
、
断
常
等
の
邪
見
に
堕
し
、
種
々
に
我
我
所
と
を
説
い
て
正
法
を
知
ら
ず
。（
略
）

大
乗
の
法
を
以
っ
て
因
縁
の
相
を
説
き
給
う
。
い
わ
ゆ
る
一
切
法
は
不
生
不
滅
、
不
一
不
異
等
、
畢
竟
空
に
し
て
無
所
有
な
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り
云
々
」（
国
訳
一
切
経
・
中
観
部
一
・
五
七
八
頁
）と
。

（
１
）「
摩
醯
首
羅
天
」
シ
ヴ
ァ
神
の
異
名
。
大
自
在
天
。
は
じ
め
は
梵
天
の
下
位
、
後
に
は
梵
天

ブ
ラ
フ
マ
ン
と
等
位
や
が
て
上
位
と
な
る

云
々
。（
宇
井
伯
寿
『
仏
教
辞
典
』
参
照
）（
２
）「
毘
紐
天
」
ビ
シ
ュ
ヌ
神
の
異
名

「
外
道
は
邪
に
諸
法
は
自
在
天
よ
り
生
ず
と
い
う
。
云
々
」（『
法
華
玄
義
』
大
正
蔵
六
九
八
頁
下
・
国
訳
一
切
経
七
二

頁
）

（
注
２
）仏
教
は
心
の
病
を
治
す
教
え
で
あ
る
か
ら
、
勧
発
品
の
白
癩
病
や
諸
悪
重
病
だ
け
で
な
く
、
薬
王
品
の
「
諸
余
怨
敵
。
皆
悉

摧
滅
。
乃
至
、
病
之
良
薬
。
若
人
有
病
。
得
聞
是
経
。
病
即
消
滅
。
不
老
不
死
」
の
「
病
」
も
、
身
体
的
病
を
意
味
す
る
も

の
で
は
な
く
、
無
明
煩
悩
の
心
の
病
を
本
義
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。
無
明
煩
悩
の
病
が
対
治
さ
れ
る
か
ら
、
煩
悩
・
業
・
苦

の
三
道
が
法
身
・
般
若
・
解
脱
の
三
徳
と
転
じ
転
倒
の
病
が
完
治
す
る
。

「
不
老
不
死
」
に
つ
い
て
天
台
は
「
得
聞
是
経
不
老
不
死
と
は
、
此
れ
須
ら
く
観
も
て
解
す
べ
し
。
不
老
は
是
れ
楽
、
不

死
は
是
れ
常
な
り
。
こ
の
経
を
聞
い
て
常
楽
の
解
を
得
ん
。
坦
然
と
し
て
懐
に
あ
り
、
畏
忌
す
る
所
な
し
」（『
法
華
文
句
』

大
正
蔵
一
四
四
頁
上
・
国
訳
一
切
経
四
七
九
頁
）と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
「
不
老
不
死
」
は
「
薩
婆
若
海
に
流
入
す
る
こ

と
」
と
述
べ
「
成
仏
涅
槃
」
を
示
唆
し
て
い
る
。「
病
は
心
の
病
」
で
あ
る
と
い
う
認
識
の
も
と
に
読
む
と
、「
諸
余
怨
敵

皆
悉
摧
滅
」
の
怨
敵
は
、
無
明
煩
悩
を
怨
敵
と
表
現
し
て
い
る
と
認
識
で
き
る
。
も
し
文
字
面
を
直
訳
し
て
「
法
華
経
の
行

者
を
阻
む
も
の
は
怨
敵
と
し
て
武
力
暴
力
で
皆
悉
摧
滅
し
て
も
よ
い
」
と
解
釈
す
る
な
ら
ば
、
仏
教
の
慈
悲
を
忘
却
し
た
誤

読
で
仏
教
思
想
か
ら
大
き
く
逸
脱
し
た
読
み
と
な
る
。

（
注
３
）門
馬
氏
は
、
ス
ッ
タ
ニ
パ
ー
タ
の
「
バ
ラ
モ
ン
は
行
為
に
よ
っ
て
バ
ラ
モ
ン
な
の
で
あ
る
。
農
夫
は
行
為
に
よ
っ
て
農
夫
で

あ
る
」（
岩
波
文
庫
『
ブ
ッ
ダ
の
こ
と
ば
』
一
四
〇

一
頁
）の
経
文
を
、「
行
為
に
よ
っ
て
被
差
別
部
落
民
で
あ
る
と
い
う

解
釈
が
成
り
立
つ
」（『
差
別
と
穢
れ
の
宗
教
研
究
』
八
三
頁
）と
主
張
し
て
い
る
。
門
馬
氏
は
「
被
差
別
部
落
民
と
い
う
行
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為
が
あ
る
」
と
認
識
し
て
い
る
よ
う
だ
が
、
そ
の
よ
う
な
行
為
は
あ
り
え
な
い
。
仏
教
で
は
意
思
を
行
為
と
み
な
す
の
で
意

業
と
い
う
の
で
あ
り
、
意
志
と
業
は
不
可
分
で
あ
る
。
氏
は
行
為
と
社
会
的
境
遇
を
同
一
視
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

ス
ッ
タ
ニ
パ
ー
タ
に
は
、

一
三
六
・
一
四
二

生
ま
れ
に
よ
っ
て
賤
し
い
人
と
な
る
の
で
は
な
い
。
生
ま
れ
に
よ
っ
て
バ
ラ
モ
ン
と
な
る
の
で

は
な
い
。
行
為
に
よ
っ
て
賤
し
い
人
と
も
な
り
、
行
為
に
よ
っ
て
バ
ラ
モ
ン
と
も
な
る
。（『
ブ
ッ
ダ
の
こ
と
ば
』
同
三

五

六
頁
）

四
六
二

生
ま
れ
を
問
う
こ
と
な
か
れ
。
行
い
を
問
え
。
火
は
あ
ら
ゆ
る
薪
か
ら
生
ず
る
。
賎
し
い
家
に
生
ま
れ
た

人
で
も
、
聖
者
と
し
て
道
心
堅
固
で
あ
り
、
恥
を
知
っ
て
慎
し
む
な
ら
ば
、
高
貴
の
人
と
な
る
。（
同
九
五
頁
）

六
五
〇

生
ま
れ
に
よ
っ
て
バ
ラ
モ
ン
と
な
る
の
で
は
な
い
。
生
ま
れ
に
よ
っ
て
バ
ラ
モ
ン
な
ら
ざ
る
者
と
な
る
の

で
も
な
い
。「
行
為
に
よ
っ
て
バ
ラ
モ
ン
な
の
で
あ
る
。
行
為
に
よ
っ
て
バ
ラ
モ
ン
な
ら
ざ
る
者
な
の
で
あ
る
。（
同
一

四
〇

一
頁
）

と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
経
文
の
す
ぐ
後
に
は
、
バ
ラ
モ
ン
、
農
夫
、
職
人
、
商
人
、
傭
（
や
と
い
）
人
、
盗
賊
、
武
士
、
司

祭
者
、
王
を
あ
げ
て
「
行
為
に
よ
っ
て
バ
ラ
モ
ン
、
農
夫
、（
乃
至
）、
王
と
な
る
」
と
述
べ
、
次
の
よ
う
に
続
く
。

六
五
三

賢
者
は
こ
の
よ
う
に
こ
の
行
為
を
あ
る
が
ま
ま
に
見
る
。
か
れ
ら
は
縁
起
を
見
る
者
で
あ
り
、
行
為（
業
）と
そ

の
報
い
と
を
熟
知
し
て
い
る
。（
同
一
四
一
頁
）

六
五
四

世
の
中
は
行
為
に
よ
っ
て
成
り
立
ち
、
人
々
は
行
為
に
よ
っ
て
成
り
立
つ
。
生
き
と
し
生
け
る
者
は
業（
行
為
）

に
束
縛
さ
れ
て
い
る
。
進
み
行
く
車
が
く
さ
び
に
結
ば
れ
て
い
る
よ
う
に
。（
同
一
四
一
頁
）

六
五
五

熱
心
な
修
行
と
清
ら
か
な
行
い
と
感
官
の
制
御
と
自
制
と
、
こ
れ
に
よ
っ
て
バ
ラ
モ
ン
と
な
る
。
こ
れ
が
最

上
の
バ
ラ
モ
ン
の
境
地
で
あ
る
。（
同
一
四
一
頁
）
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こ
の
よ
う
に
、
ス
ッ
タ
ニ
パ
ー
タ
で
は
、
生
ま
れ
や
境
遇
で
貴
い
賤
し
い
と
説
い
て
い
る
の
で
は
な
く
、
王
家
に
生
ま
れ

よ
う
と
旃
陀
羅
に
生
ま
れ
よ
う
と
、
行
為
が
貴
い
な
ら
ば
そ
の
旃
陀
羅
は
貴
い
の
で
あ
り
、
行
為
が
賤
し
い
な
ら
ば
そ
の
王

は
賤
し
い
、
と
説
い
て
い
る
。
そ
の
行
為
が
、
貴
い
か
・
賤
し
い
か
、
清
ら
か
か
・
汚
れ
て
い
る
か
に
よ
っ
て
そ
の
人
が
、

貴
い
人
・
賤
し
い
人
、
清
ら
か
な
人
・
汚
れ
て
い
る
人
と
な
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
行
為
・
業
を
如
実
に
見
る
こ
と
は
、
縁

起
を
見
る
こ
と
で
あ
り
、
社
会
的
境
遇
や
身
分
や
職
業
等
の
う
わ
べ
の
現
象
を
見
て
判
断
す
る
の
で
は
な
く
、
正
し
く
法
や

縁
起
を
見
る
こ
と
。
そ
し
て
、「
行
為（
業
）
と
そ
の
報
い
と
を
熟
知
し
清
ら
か
な
境
地
」
を
目
指
す
こ
と
を
説
い
て
い
る
。

つ
ま
り
、
バ
ラ
モ
ン
、
農
夫
、
職
人
、
商
人
、
傭（
や
と
い
）人
、
盗
賊
、
武
士
、
司
祭
者
、
王
の
社
会
的
身
分
や
境
遇
を

肯
定
し
行
為（
業
）の
報
い
と
し
て
説
い
て
い
る
も
の
で
は
決
し
て
な
い
。
も
と
も
と
原
始
仏
典
は
四
姓
平
等
を
説
き
、
差
別

思
想
な
ど
全
く
な
い
こ
と
を
旗
印
と
す
る
。
生
ま
れ
や
境
遇
や
社
会
的
地
位
な
ど
で
、
貴
い
賤
し
い
、
と
か
、
善
業
の
報

い
・
悪
業
の
報
い
と
い
う
よ
う
に
見
る
こ
と
は
錯
誤
で
あ
る
。「
行
為
に
よ
っ
て
賤
し
い
人
と
も
な
り
、
行
為
に
よ
っ
て
貴

い
人
と
も
な
る
」
と
い
う
見
方
が
正
見
な
の
で
あ
る
。
こ
う
説
く
の
が
仏
教
で
あ
り
、
ス
ッ
タ
ニ
パ
ー
タ
と
「
煩
悩
業
苦
の

三
道
を
法
身
般
若
解
脱
の
三
徳
と
転
ず
る
」
と
い
う
法
華
経
の
教
え
は
現
実
肯
定
の
運
命
論
で
は
な
く
、「
行
為
論
」
す
な

わ
ち
、「
業
論
」
を
説
い
て
い
る
。

要
す
る
に
、
社
会
的
に
差
別
さ
れ
る
立
場
の
境
遇
で
も
、
貴
い
行
為
を
す
れ
ば
、
貴
い
人
な
の
で
あ
る
。
ス
ッ
タ
ニ
パ
ー

タ
の
経
文
を
、「
行
為
に
よ
っ
て
被
差
別
部
落
民
で
あ
る
と
い
う
解
釈
が
成
り
立
つ
」
と
い
う
門
馬
氏
の
解
釈
は
、
仏
教
思

想
や
教
理
を
全
く
無
視
し
た
も
の
で
、
経
文
の
意
味
を
ね
じ
曲
げ
た
読
み
で
あ
る
。

（
注
４
）身
口
意
三
業
は
不
可
分
だ
が
、
業
を
理
解
す
る
た
め
に
、
御
遺
文
や
『
大
智
度
論
』
に
し
た
が
っ
て
、
意
業
に
つ
い
て
述
べ

る
。
我
々
の
世
界
に
は
「
不
当
に
差
別
す
る
」
と
い
う
現
実
が
あ
る
。
こ
れ
は
我
々
の
迷
妄
に
よ
る
所
産
で
あ
る
。
迷
妄
は

「
煩
悩
」「
惑
」「
垢
」
で
あ
り
、
凡
夫
は
転
倒
し
て
い
る
の
で
、
意
業
も
ま
た
転
倒
し
て
い
る
。
凡
夫
の
意
業
は
多
く
の
場
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合
、
正
見
で
は
な
く
邪
見
す
な
わ
ち
迷
妄
か
ら
生
ず
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
凡
夫
が
自
分
の
境
遇
等
々
と
、
縁
に
触
れ
た
現

象
事
象
に
対
し
て
、
如
実
に
正
し
い
智
慧
で
縁
起
の
理
法
を
見
る
こ
と
は
な
く
、
邪
知
で
見
る
こ
と
が
多
い
。
そ
の
煩
悩
の

内
容
程
度
に
よ
っ
て
業
苦
の
程
度
が
決
ま
る
。
無
明
を
も
と
と
し
て
意
業
即
ち
三
業
は
車
輪
が
回
転
す
る
よ
う
に
連
続
す

る
、
と
い
う
の
が
仏
教
の
業
報
輪
廻
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
差
別
行
為
を
受
け
た
と
し
て
も
、
そ
の
人
が
ど
の
よ
う
に
受
け
止

め
、
そ
の
人
が
ど
の
よ
う
な
行
為
を
す
る
か
、
そ
の
行
為
が
そ
の
人
の
自
業
と
な
る
。
差
別
行
為
を
受
け
て
そ
の
人
が
ど
の

よ
う
に
見
聞
覚
知
す
る
か
、
そ
の
意
業
が
そ
の
人
の
業
（
行
為
）
と
な
る
。
差
別
行
為
を
す
る
人
も
同
様
に
、
そ
の
意
業
が

三
業
（
行
為
）
で
あ
り
そ
の
人
の
自
業
で
あ
る
。

意
業
即
身
口
意
三
業
の
迷
妄
の
垢
を
細
分
す
れ
ば
、
そ
の
数
、
無
量
で
あ
り
、
そ
の
意
業
の
も
と
は
無
明
煩
悩
で
あ
る
。

煩
悩
業
苦
の
三
業
は
不
可
分
で
あ
り
複
雑
で
あ
る
が
、
仏
教
で
は
無
量
の
煩
悩
業
苦
を
、
菩
薩
乃
至
餓
鬼
地
獄
の
九
界
に
大

別
す
る
。
仏
教
と
は
、
菩
薩
界
以
下
地
獄
界
に
至
る
九
界
の
三
業
を
対
治
し
九
界
の
業
の
束
縛
か
ら
出
離
し
成
仏
す
る
こ
と

を
目
的
と
す
る
。

こ
の
よ
う
な
自
業
自
得
説
は
仏
教
に
一
貫
し
て
い
る
。「
大
覚
世
尊
の
御
子
な
れ
ど
も
善
星
比
丘
は
阿
鼻
地
獄
へ
堕
ぬ
。

こ
れ
は
力
の
及
ぶ
ほ
ど
救
わ
ん
と
、
を
ぼ
せ
ど
も
自
業
自
得
果
の
へ
ん
（
辺
）
は
救
い
が
た
し
」（『
報
恩
抄
』
定
遺
一
二
三

九
頁
）と
あ
る
よ
う
に
、
ど
ん
な
に
仏
が
速
成
就
仏
身
を
念
じ
て
も
、
良
薬
を
飲
ん
で
病
を
治
す
行
為
を
行
者
が
し
な
け
れ

ば
邪
見
は
対
治
で
き
な
い
。

（
注
５
）聖
人
は
「
当
世
日
本
国
に
第
一
に
富
者
日
蓮
な
る
べ
し
。」（『
開
目
抄
』
定
遺
五
八
九
頁
）と
言
わ
れ
て
い
る
。
同
じ
開
目
抄

に
ご
自
身
に
対
す
る
表
現
に
「
貧
・
富
」
の
二
通
り
が
あ
り
、
一
見
矛
盾
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
法
華
経
を
領
解
さ

れ
身
口
意
で
色
読
さ
れ
た
と
い
う
上
で
考
え
る
と
「
当
世
日
本
国
に
第
一
に
富
者
日
蓮
な
る
べ
し
」
と
い
う
お
言
葉
に
聖
人

の
信
仰
と
領
解
が
示
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
法
華
経
の
経
文
と
も
符
号
す
る
か
ら
で
あ
る
。
勧
発
品
に
は
「
是
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人
少
欲
知
足
」「
是
人
不
復
貪
著
」（
平
楽
寺
版
訓
読
・
三
八
八
頁
）
と
あ
る
。
少
欲
知
足
に
し
て
物
に
貪
著
し
な
い
な
ら
ば

必
然
的
に
福
者
で
あ
り
富
者
で
あ
る
。
物
を
豊
富
に
所
有
し
て
い
て
も
限
り
な
く
む
さ
ぼ
る
者
は
貧
者
で
あ
る
。

聖
人
が
法
華
経
を
身
口
意
で
読
ま
れ
た
上
で
述
べ
た
も
の
で
あ
る
と
見
る
と
、
経
文
の
「
少
欲
知
足
」「
不
復
貪
著
」
と

も
矛
盾
し
な
い
。「
予
が
法
門
は
四
悉
檀
を
心
に
懸
て
申
な
れ
ば
、
強
て
成
仏
の
理
に
違
わ
ざ
れ
ば
且
ら
く
世
間
普
通
の
義

を
用
う
べ
き
か
（
定
遺
一
四
九
六
頁
）」
の
御
文
を
念
頭
に
し
て
読
む
と
、
一
見
、
相
反
す
る
よ
う
な
御
文
も
不
思
議
に
整

合
す
る
。

聖
人
は
「
当
世
日
本
国
に
第
一
に
富
者
日
蓮
な
る
べ
し
」
と
か
、
朝
廷
や
源
氏
平
家
を
「
た
だ
嶋
の
長
」（
定
遺
四
四
八

頁
）「
王
の
門
守
の
犬
二
疋
」（
定
遺
一
七
〇
八
頁
）な
ど
と
い
う
表
現
を
さ
れ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
聖
人
の
お
言
葉
は
多
く

の
弟
子
檀
那
に
と
つ
て
悪
口
雑
言
く
ら
い
に
し
か
思
え
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。「
日
蓮
御
房
は
師
匠
に
て
は
お
は
せ
ど
も

余
に
こ
は
（
剛
）
し
」（
定
遺
六
一
八
頁
）は
直
弟
子
直
檀
那
の
多
く
が
聖
人
の
本
意
を
い
か
に
理
解
し
て
い
な
か
っ
た
か
を

示
し
て
い
る
。『
法
門
可
被
申
様
之
事
』
に
は
、「
た
だ
嶋
の
長
な
る
べ
し
。
長
な
ん
ど
に
つ
か
へ
ん
者
ど
も
に
召
さ
れ
た

り
、
上
な
ん
ど
か
く
上
、
面
目
な
ん
ど
申
は
、
か
た
か
た
せ
ん
す
る
と
こ
ろ
、
日
蓮
を
い
や
し
み
て
か
け
る
か
。」（
定
遺
四

四
八
頁
）と
あ
る
。
こ
こ
で
は
法
器
と
い
わ
れ
て
い
た
学
力
優
秀
な
三
位
房
を
「
日
蓮
を
い
や
し
み
て
か
け
る
か
」
と
き
び

し
く
叱
責
さ
れ
て
い
る
。
な
ぜ
叱
る
か
と
い
う
と
、
三
位
房
が
聖
人
の
本
意
、
聖
人
の
価
値
を
正
し
く
理
解
し
て
い
な
か
っ

た
と
聖
人
が
判
断
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

そ
れ
で
は
、
聖
人
は
「
た
だ
嶋
の
長
」
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
い
つ
も
言
わ
れ
て
い
る
か
と
い
う
と
、
一
方
で
は
、
そ
の

嶋
の
長
の
先
祖
を
ま
つ
る
伊
勢
神
宮
の
御
厨
が
故
郷
に
あ
る
こ
と
を
自
慢
す
る
か
の
よ
う
に
語
る
御
文（
定
遺
一
六
七
二
頁
）

も
あ
る
。
ま
た
、
身
延
期
の
御
遺
文
は
実
に
堂
々
と
し
格
調
高
い
御
遺
文
が
多
い
が
、
そ
の
身
延
期
の
御
遺
文
の
中
に
は
気

弱
な
表
現
も
あ
る
。
こ
れ
ら
の
御
文
を
も
っ
て
、
日
蓮
聖
人
に
は
二
面
性
あ
り
感
情
が
交
錯
し
て
お
ら
れ
た
と
見
る
向
き
も
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あ
る
。
し
か
し
、
凡
夫
僧
日
蓮
な
ら
ば
い
ざ
し
ら
ず
、
龍
樹
・
天
台
・
法
華
経
を
領
解
さ
れ
法
華
経
を
色
心
二
法
で
読
ま
れ

た
と
い
う
上
で
見
る
な
ら
ば
、
こ
の
よ
う
な
相
反
す
る
表
現
は
、
聖
人
の
本
意
と
聖
人
の
境
遇
に
相
応
さ
せ
て
「
し
ば
ら
く

は
世
間
普
通
の
義
」
で
述
べ
た
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
随
自
意
・
随
他
意
の
二
つ
の
表
現
が
あ
る
と
思
わ
ざ
る
を
え
な
い
の
で

あ
る
。

い
つ
の
時
代
で
も
、
世
間
の
常
識
や
人
々
の
観
念
を
無
視
し
て
言
語
表
現
は
で
き
な
い
。
対
告
衆
の
知
的
レ
ベ
ル
や
当
時

の
常
識
や
習
慣
を
踏
ま
え
て
説
く
の
は
当
然
で
あ
る
。
釈
尊
が
成
道
後
、
説
法
す
る
か
否
か
を
悩
ま
れ
た
と
経
典
に
あ
る

が
、
仏
智
慧
を
も
っ
て
し
て
も
、
難
解
な
法
を
説
い
て
伝
達
す
る
こ
と
が
い
か
に
困
難
で
あ
る
か
を
示
し
て
い
る
。

当
時
の
仏
弟
子
は
舎
利
弗
を
筆
頭
に
ア
ー
ト
マ
ン
肯
定
の
六
師
外
道
の
弟
子
で
あ
っ
た
。
な
ら
ば
、
対
告
衆
の
知
的
レ
ベ

ル
や
当
時
の
世
間
の
常
識
や
固
定
観
念
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
か
つ
そ
の
常
識
や
観
念
を
利
用
し
て
言
語
表
現
を
し
た
と
見
る

こ
と
は
当
然
で
あ
る
。

だ
か
ら
、
ス
ッ
タ
ニ
パ
ー
タ
の
経
文
に
、
ア
ー
ト
マ
ン
を
肯
定
す
る
か
の
ご
と
き
表
現
が
あ
っ
て
も
、
ま
た
、
あ
る
い
は

バ
ラ
モ
ン
を
肯
定
す
る
か
の
ご
と
き
表
現
が
あ
っ
て
も
、
そ
の
言
語
表
現
そ
の
も
の
か
ら
、
ア
ー
ト
マ
ン
を
肯
定
し
て
い

る
、
と
断
定
す
る
こ
と
は
、
き
わ
め
て
危
険
で
あ
る
。
松
本
史
朗
氏
は
、「
ス
ッ
タ
ニ
パ
ー
タ
は
仏
教
思
想
を
説
く
も
の
で

は
な
く
、
ジ
ャ
イ
ナ
教
的
な
思
想
を
説
く
苦
行
者
文
学
の
一
種
で
あ
る
」（
松
本
史
朗
稿
『
世
界
像
の
形
成
』
所
収
・
「
仏

教
の
批
判
的
考
察
」
一
四
一
頁
・
東
京
大
学
出
版
会

一
九
九
四
年
）と
述
べ
て
い
る
。
松
本
氏
に
よ
る
と
、
中
村
元
博
士

は
、「
初
期
仏
教
に
お
い
て
は
、
ア
ー
ト
マ
ン
を
否
認
し
て
い
な
い
の
み
な
ら
ず
、
ア
ー
ト
マ
ン
を
積
極
的
に
承
認
し
て
い

る
」（
同
書
一
五
四
頁
）と
い
う
。
文
章
か
ら
見
た
見
解
と
い
う
意
味
で
は
、
そ
う
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
文
章
表
現
を

根
拠
に
し
て
ス
ッ
タ
ニ
パ
ー
タ
が
説
く
思
想
を
指
し
て
そ
の
よ
う
に
結
論
づ
け
る
こ
と
は
多
い
に
問
題
が
あ
る
。
ス
ッ
タ
ニ

パ
ー
タ
一
一
一
九
偈
に
は
、



─ ─

つ
ね
に
よ
く
気
を
つ
け
、
自
我
に
固
執
す
る
見
解
を
う
ち
破
っ
て
、
世
界
を
空
な
り
と
観
ぜ
よ
。
そ
う
す
れ
ば
死
を

乗
り
超
え
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
世
界
を
観
ず
る
人
を
、

死
の
王

は
見
る
こ
と
が
な
い
。

（『
ブ
ッ
ダ
の
こ
と
ば
』
二
三
六
頁
）

と
あ
り
、
仏
教
だ
け
が
説
く
空
の
教
え
が
説
か
れ
て
い
る
。
松
本
氏
等
の
説
に
対
し
て
疑
義
を
呈
す
る
の
は
、
筆
者
が
天
台

教
学
や
日
蓮
教
学
を
踏
襲
す
る
か
ら
で
あ
る
。

天
台
に
よ
る
と
、
阿
含
経
は
蔵
通
別
円
の
四
教
で
は
蔵
教
で
あ
り
、
但
空
の
義
を
説
く
。
大
乗
の
体
空
で
は
な
く
小
乗
の

析
空
で
は
あ
っ
て
も
、
空
を
説
く
と
い
う
こ
と
は
、
恒
久
的
実
体
と
し
て
の
ア
ー
ト
マ
ン
（
我
）
を
否
定
す
る
経
典
で
あ
る

こ
と
を
意
味
す
る
。
天
台
智

の
五
時
八
教
説
か
ら
す
る
と
、
た
と
え
、
ス
ッ
タ
ニ
パ
ー
タ
や
法
句
経
等
の
阿
含
経
典
に
一

見
、
ア
ー
ト
マ
ン
（
我
）
を
肯
定
す
る
よ
う
な
語
や
表
現
が
あ
っ
て
も
、
仏
教
は
空
を
説
く
。
そ
の
語
の
意
味
す
る
義
は
、

阿
含
経
は
蔵
教
で
、
但
だ
生
滅
の
四
諦
十
二
因
縁
を
説
く
も
の
で
あ
り
、
五
時
の
阿
含
部
と
み
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
依

義
不
依
語
は
釈
尊
の
遺
訓
で
あ
る
。

天
台
の
五
時
八
教
は
大
乗
仏
説
の
前
提
で
説
く
の
で
、
仏
教
学
会
で
は
「
五
時
八
教
説
は
、
旧
態
依
然
と
し
た
も
の
で
学

術
的
で
は
な
い
」
と
い
う
見
解
が
大
勢
ら
し
い
。
大
乗
非
仏
説
を
是
と
し
大
前
提
と
す
る
な
ら
ば
、
天
台
教
学
は
そ
れ
だ
け

で
無
条
件
に
非
学
術
的
な
の
だ
ろ
う
。
だ
が
、
宇
井
伯
寿
博
士
は
こ
う
述
べ
て
い
る
。「
法
華
玄
義
は
天
台
大
師
が
法
華
経

に
説
か
れ
た
仏
陀
の
内
証
の
妙
理
を
徹
悟
し
て
、
そ
の
智
解
を
縦
横
に
説
述
し
た
も
の
で
、
仏
典
中
の
最
も
優
れ
た
も
の
の

一
つ
」（『
仏
教
汎
論
』
六
三
一
頁

岩
波
書
店
）と
。

天
台
の
法
華
経
教
学
は
、
天
台
が
義
に
随
っ
て
経
典
と
い
わ
れ
る
も
の
を
仏
説
と
い
う
前
提
で
吟
味
し
分
類
し
再
構
成
し

た
体
系
的
論
理
教
学
で
あ
る
。
天
台
の
判
定
は
「
義
」
と
い
う
道
理
に
基
づ
い
て
一
切
経
を
整
理
し
た
学
説
で
あ
る
か
ら
、

現
代
の
大
乗
非
仏
説
を
前
提
と
す
る
学
説
よ
り
、
は
る
か
に
論
理
的
で
あ
る
と
言
え
る
。
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以
上
、
長
々
と
述
べ
た
理
由
は
、
一
切
の
経
論
釈
に
四
悉
檀
が
あ
る
。
仏
教
の
第
一
義
と
世
間
普
通
の
義
と
を
混
同
し
て

は
な
ら
な
い
し
、
仏
教
の
第
一
義
は
義
に
随
っ
て
判
定
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
述
べ
る
た
め
で
あ
る
。

二

経
典
に
お
け
る
女
性
差
別
的
表
現
に
つ
い
て

仏
典
に
お
け
る
女
性
差
別
表
現
に
関
す
る
是
非
の
論
は
多
く
あ
り
、
最
も
過
激
な
経
典
批
判
の
主
張
は
、「
ブ
ッ
ダ
釈
尊
自
身
が
女
性

を
恐
怖
の
対
象
と
し
修
行
の
敵
と
み
な
し
て
い
る
。
女
人
五
障
説
は
、
女
性
性
の
排
除
、
女
性
の
無
力
化
を
示
す
（
要
旨
）」
と
い
う
も

の
で
あ
る
。
差
別
表
現
の
代
表
例
と
し
て
、
法
華
経
提
婆
品
の
変
成
男
子
や
、
無
量
寿
経
の
第
三
十
五
願
を
あ
げ
て
い
る
。

提
婆
品
の
「
そ
の
女
根
を
消
滅
し
て
男
根
を
現
し
」（
岩
波
文
庫
版
・
中
二
二
四
頁
）と
い
う
記
述
は
、
経
典
批
判
者
が
特
に
こ
だ
わ
る

と
こ
ろ
で
、
女
性
蔑
視
の
象
徴
的
表
現
と
し
て
攻
撃
の
的
に
な
っ
て
い
る
。

大
乗
仏
教
発
展
説（
大
乗
非
仏
説
）を
前
提
に
す
る
と
、
仏
教
本
来
の
教
え
は
平
等
で
あ
る
が
、
大
乗
経
典
が
創
作
さ
れ
る
過
程
で
、
釈

尊
が
神
格
化
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
女
人
五
障
説
や
変
成
男
子
の
差
別
思
想
が
経
典
に
記
述
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
、
と
い
う
説
が
一
般

的
見
解
の
よ
う
で
あ
る
。
女
人
五
障
説
や
変
成
男
子
説
を
、
男
女
差
別
を
肯
定
し
て
説
く
も
の
と
見
る
学
者
は
経
典
批
判
を
主
張
し
、
反

対
に
、
男
女
差
別
を
否
定
す
る
も
の
と
見
る
学
者
は
、
経
典
は
差
別
思
想
を
説
く
も
の
で
は
な
い
と
主
張
す
る
。

多
種
多
様
の
説
の
中
で
、
藤
田
宏
達
博
士
に
よ
る
考
察（
国
訳
一
切
経
『
月
報
・
三
蔵
・
二
』
所
収
「
転
成
男
子
の
思
想
（
一
）

（
二
）」
大
東
出
版
社
、
以
下
「
藤
田
書
」
と
略
す
）は
、
男
女
差
別
否
定
説
で
多
く
の
経
典
を
示
し
比
較
検
討
し
て
お
り
、
変
成
男
子
説

を
総
括
し
た
一
つ
の
見
方
を
示
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。
詳
し
く
は
藤
田
書
参
照
の
こ
と
。

五
時
八
教
を
前
提
と
し
た
変
成
男
子
解
釈
に
つ
い
て

筆
者
は
「
変
成
男
子
説
は
巧
み
に
平
等
・
空
思
想
を
説
い
た
も
の
で
あ
る
（
藤
田
書
一
六

七
頁
）」
と
い
う
藤
田
説
の
結
論
に
同
意

で
あ
る
が
、
日
蓮
教
学
を
踏
む
立
場
な
の
で
藤
田
説
と
差
異
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
藤
田
氏
の
文
献
学
的
考
察
を
念
頭
に
し
て
、
天
台
の
五
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時
説
に
立
脚
し
て
私
見
を
述
べ
る
。

周
知
の
よ
う
に
、
天
台
の
五
時
八
教
は
大
乗
仏
説
と
い
う
前
提
で
義
に
よ
っ
て
諸
経
の
浅
深
を
判
定
す
る
。
仏
教
は
空
思
想
を
基
本
と

し
て
い
る
。
天
台
も
空
思
想
を
踏
ま
え
即
空
即
仮
即
中
を
主
張
す
る
。
だ
か
ら
天
台
教
学
に
お
い
て
は
、
提
婆
品
の
変
成
男
子
が
空
の
義

を
踏
ま
え
て
解
釈
さ
れ
る
の
は
当
然
で
あ
る
。

法
華
最
為
第
一
の
立
場
か
ら
見
る
と
、
法
華
経
を
説
く
た
め
に
、
阿
含
経
や
権
大
乗
の
諸
経
が
説
か
れ
る
の
で
あ
り
、
法
華
経
を
含
め

た
諸
経
典
に
お
い
て
、
変
成
男
子
と
空
思
想
と
の
二
つ
の
記
述
の
う
ち
、
ど
ち
ら
が
仏
教
思
想
の
本
義
の
思
想
で
あ
る
か
と
い
う
と
、
空

思
想
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。「
権
大
乗
の
諸
経
に
、
変
成
男
子
と
空
思
想
の
記
述
が
な
さ
れ
て
い
る
（
藤
田
書
十
一
頁
）」
と
い
う
事

実
は
、
変
成
男
子
は
一
見
「
空
観
と
抵
触
す
る（
藤
田
書
十
一
頁
）」
表
現
の
よ
う
で
あ
っ
て
も
、
双
方
は
一
見
矛
盾
す
る
よ
う
で
実
は
矛

盾
は
無
い
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。
諸
経
典
に
お
い
て
双
方
が
併
記
さ
れ
て
い
る
事
実
は
、
一
つ
の
教
え
を
四
悉
檀
の
義
を
も
っ
て
説
い
た

も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

で
は
、
一
つ
の
教
え
と
は
何
を
意
味
す
る
の
か
。（
一
）
空
や
中
道
を
説
く
た
め
、（
二
）
女
身
で
の
成
仏
を
説
く
た
め
、
で
あ
る
と
思

わ
れ
る
。
一
つ
の
教
え
と
言
い
な
が
ら
二
つ
の
理
由
を
述
べ
た
が
、
双
方
は
不
可
分
で
あ
る
が
、
釈
尊
の
本
意
は
、
あ
く
ま
で
「
速
成
就

仏
身
」
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
空
仮
中
の
教
理
教
学
を
説
き
流
布
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
こ
と
は
事
実
で
あ
る
が
、
こ
の
教
え
を

説
き
流
布
さ
せ
る
の
は
、
空
仮
中
の
教
え
と
い
う
薬
で
煩
悩
業
苦
の
病
を
完
治
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
女
身
で
も
成
仏
で
き
る
と
い

う
こ
と
を
説
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
と
言
え
る
。

『
大
智
度
論
』
に
は
、
変
成
男
子
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
興
味
深
い
記
述
が
あ
る
。

大
迦
葉
、
復
（
ま
た
）
言
わ
く
、「
仏
の
陰
蔵
相
を
般
涅
槃
の
後
、
以
っ
て
女
人
に
示
す
。
是
れ
何
れ
も
恥
づ
べ
な
り
。
是
れ
汝

が
突
吉
羅
罪
な
り
。」

阿
難
言
わ
く
、「
爾
の
時
、
我
思
惟
す
。
若
し
諸
の
女
人
、
仏
の
陰
蔵
の
相
を
見
ば
、
便
（
す
な
わ
）
ち
、
自
ら
女
人
の
形
を
羞
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恥
し
て
、
男
子
の
身
を
得
、
仏
の
相
を
修
行
し
、
福
徳
の
根
を
種
（
う
）
え
ん
こ
と
を
欲
せ
ん
と
。
是
（
こ
れ
）
を
以
っ
て
の
故

に
、
我
、
女
人
に
示
せ
り
。
無
恥
に
し
て
故
（
こ
と
さ
ら
）
に
破
戒
を
為
（
な
）
せ
し
に
は
非
ず
」（『
国
訳
大
蔵
経
論
部
第
一
巻
』

五
二
頁
）

こ
れ
は
、
仏
典
結
集
の
際
、
阿
羅
漢
果
を
得
て
い
な
い
阿
難
に
摩
訶
迦
葉
が
「
仏
の
陰
蔵
相
を
釈
尊
の
入
涅
槃
後
に
女
人
に
見
せ
た
こ

と
に
対
し
て
破
戒
だ
」
と
詰
問
し
、
阿
難
は
「
も
し
女
人
が
陰
蔵
相
を
見
る
と
、
自
分
の
女
身
を
恥
じ
男
身
を
得
て
仏
相
を
修
行
し
成
仏

の
福
徳
の
根
を
植
え
た
い
と
欲
す
る
だ
ろ
う
。
そ
う
い
う
思
い
で
見
せ
た
か
ら
破
戒
で
は
な
い
」
と
答
え
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
陰
蔵
相
と

は
馬
陰
蔵
相
と
も
い
い
三
十
二
相
の
一
つ
で
、
馬
の
よ
う
に
陰
部
が
体
内
に
隠
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
い
う
。

こ
こ
で
問
題
な
の
は
、「
阿
難
が
女
人
に
見
せ
た
と
す
る
陰
蔵
相
と
は
何
か
」
で
は
な
く
、
阿
難
の
行
為
は
「
女
人
を
福
徳
の
道
に
引

導
す
る
と
い
う
目
的
の
た
め
に
陰
蔵
相
を
見
せ
た
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
大
乗
仏
教
の
目
的
は
成
仏
で
「
福
徳
」
は
成
仏
涅
槃
の
こ
と

で
、
阿
難
は
女
人
に
福
徳
の
根
（
発
菩
提
心
）
を
種
え
る
た
め
に
陰
蔵
相
を
見
せ
た
と
言
っ
て
い
る
。
だ
か
ら
、
こ
の
変
成
男
子
説
は
、

「
女
身
が
変
じ
て
男
子
に
成
る
こ
と
」
が
目
的
で
は
な
く
、「
陰
蔵
相
と
成
る
こ
と
」
を
目
的
と
し
て
い
る
。

提
婆
品
の
変
成
男
子
・
龍
女
成
仏
も
、「
等
正
覚
を
成
じ
三
十
二
相
・
八
十
種
好
あ
る
」（
平
楽
寺
本
訓
読
二
三
四
頁
・
岩
波
文
庫
版
・

中
二
二
四
頁
）と
経
文
に
あ
る
よ
う
に
、
変
成
男
子
そ
の
も
の
が
目
的
で
は
な
く
、「
等
正
覚
を
成
じ
三
十
二
相
あ
る
こ
と

陰
蔵
相
あ
る

こ
と
」
を
目
的
と
し
て
い
る
。
こ
の
『
大
智
度
論
』
の
文
は
、
提
婆
品
だ
け
で
な
く
維
摩
経
の
空
思
想
を
示
し
た
経
文
と
も
矛
盾
し
な

い
。維

摩
経
の
教
え
は
、「
空
の
立
場
に
立
て
ば
、
す
べ
て
の
男
や
女
は
、
男
や
女
の
自
性
が
あ
る
わ
け
で
は
な
く
、
仮
に
男
の
姿
、
女
の

姿
を
現
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
人
間
の
中
に
男
女
の
差
別
を
見
る
の
は
、
仮
の
姿
に
と
ら
わ
れ
た
迷
妄
で
あ
る
。
男
女
は
本
来
男
女
に

非
ず
、
空
で
あ
り
、
平
等
な
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
こ
の
立
場
に
お
い
て
は
、
女
身
を
変
じ
て
男
子
に
成
る
と
い
う
必
要
は
な
い
。」（
藤

田
書
十
一
頁
参
照
）と
い
う
内
容
を
説
い
て
い
る
。（『
国
訳
一
切
経
』
経
集
部
六

維
摩
詰
所
説
経

観
衆
生
品
第
七

深
堀
正
文
訳
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大
東
出
版
社
・
『
大
乗
仏
典
７
』
長
尾
雅
人
訳

六
章
天
女

中
央
公
論
社
参
照
）

当
時
の
社
会
に
お
い
て
女
人
五
障
の
固
定
観
念
が
根
強
い
な
ら
ば
、
女
身
で
成
仏
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
固
定
観
念
の
た
め
に
信

じ
が
た
い
教
説
と
な
る
。
な
ら
ば
、
一
、
空
思
想
を
説
く
、
二
、
変
成
男
子
を
説
く
、
三
、
女
身

男
身

陰
蔵
相
を
説
く
、
こ
の
三
例

の
よ
う
な
表
現
で
女
人
五
障
を
否
定
す
る
し
か
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

仏
は
男
身
相
で
も
女
身
相
で
も
な
い
馬
陰
蔵
相
で
あ
る
か
ら
、
男
尊
女
卑
の
思
想
で
変
成
男
子
を
説
い
た
の
で
は
な
く
、
仏
教
は
馬
陰

蔵
相
を
貴
ぶ
教
え
を
説
い
て
い
る
。（
念
の
た
め
に
。
陰
蔵
相
は
仏
相
で
あ
る
三
十
二
相
の
一
つ
で
仏
の
象
徴
で
あ
り
具
象
的
な
相
で
は

な
い
。）

で
は
、
原
始
仏
典
で
は
、
男
女
の
無
差
別
を
説
い
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

ス
ッ
タ
ニ
パ
ー
タ
に
は
、

七
五
六

見
よ
、
神
々
並
び
に
世
人
は
、
非
我
な
る
も
の
を
我
と
思
い
な
し
、
名
称
と
形
態
〉（
個
体
）
に
執
着
し
て
い
る
。「
こ

れ
こ
そ
真
理
で
あ
る
」
と
考
え
て
い
る
。（
中
村
元
『
ブ
ッ
ダ
の
こ
と
ば
』
岩
波
文
庫
一
七
〇
頁
）

と
あ
る
。
同
書
で
は
「
名
称
と
形
態
」
に
つ
い
て
よ
く
触
れ
ら
れ
て
い
る
。（
三
五
五
偈
、
五
三
〇
偈
、
五
三
七
偈
、
一
〇
三
七
偈
、
一

〇
七
四
偈
）
こ
の
経
文
を
男
女
に
即
し
て
い
う
と
、
男
女
と
い
う
「
名
称
」
と
、
男
身
女
身
と
い
う
「
形
態
」
に
執
着
す
る
と
、
男
女
無

差
別
の
空
思
想
は
理
解
で
き
な
い
。「
名
称
と
形
態
」
に
固
執
す
る
限
り
、
空
や
縁
起
の
道
理
を
知
ら
ず
非
我
な
る
も
の
を
我
と
思
い
な

し
、「
こ
れ
こ
そ
真
理
で
あ
る
」
と
転
倒
し
て
考
え
て
し
ま
う
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
仏
教
の
根
底
に
は
一
貫
し
て
空
の
平
等
思
想
が
あ
り
、
女
人
五
障
説
や
変
成
男
子
説
は
、
女
性
差
別
を
示
唆
し
た
記
述

ど
こ
ろ
か
、
男
女
無
差
別
平
等
を
説
く
教
説
で
あ
る
。
天
台
の
五
時
八
教
に
依
る
な
ら
ば
、
浄
土
経
典
等
で
「
仏
国
土
に
女
人
は
い
な

い
」
と
説
く
経
文
や
世
親
『
浄
土
論
』
の
「
安
楽
国
に
女
人
の
存
在
を
認
め
て
い
な
い
」
と
い
う
記
述
は
、
女
人
五
障
や
変
成
男
子
と
同

様
に
、
第
一
義
を
説
く
た
め
の
方
便
的
記
述
表
現
で
あ
る
。
ま
た
、
空
思
想
は
社
会
運
動
の
た
め
に
説
か
れ
た
の
で
は
な
く
、
速
成
就
仏
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身
の
た
め
に
空
仮
中
を
説
く
と
見
る
の
が
、
天
台
智

の
教
説
で
あ
る
。

長
い
仏
教
の
歴
史
の
中
で
、
変
成
男
子
説
が
経
典
の
意
図
す
る
こ
と
と
は
正
反
対
の
意
味
で
誤
解
さ
れ
、
女
性
差
別
に
利
用
さ
れ
た
こ

と
は
事
実
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
経
典
の
責
任
で
は
な
く
、
経
典
を
誤
読
し
そ
の
誤
読
の
流
布
に
追
従
し
た
者
の
責
任
で
あ
る
。

お
わ
り
に

門
馬
氏
は
、
経
典
批
判
の
根
拠
の
一
つ
と
し
て
、「
松
本
氏
や
袴
谷
氏
の
主
張
す
る
本
覚
思
想（
如
来
蔵
思
想
）」
を
あ
げ
て
い
る
。
こ

の
問
題
は
、
甚
だ
深
く
多
く
の
要
素
を
含
む
の
で
簡
単
に
論
ぜ
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
が
、
大
切
な
こ
と
な
の
で
少
し
述
べ
る
。

凡
夫
が
そ
の
ま
ま
仏
で
あ
る
と
い
う
「
い
わ
ゆ
る
中
古
天
台
本
覚
思
想
」
は
、
本
来
の
仏
教
思
想
や
本
覚
思
想
と
は
異
な
る
。
中
古
天

台
本
覚
思
想
が
差
別
現
象
の
思
想
的
要
因
に
な
っ
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
が
、
こ
の
思
想
は
仏
教
の
本
意
を
誤
解
し
て
生
ま
れ
た
思
想
で

あ
る
。
ゆ
え
に
、
そ
の
責
任
は
誤
解
し
た
者
に
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
法
華
経
や
起
信
論
に
あ
る
の
で
は
な
い
。

袴
谷
氏
が
主
張
す
る
「
本
覚
思
想
批
判
＊
」
は
、『
大
乗
起
信
論
』『
大
乗
荘
厳
論
』
等
の
如
来
蔵
思
想
・
唯
識
思
想
を
ふ
く
め
て
仏
教

で
な
い
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
袴
谷
説
は
仏
教
思
想
と
認
知
さ
れ
て
し
か
る
べ
き
教
え
を
非
仏
教
と
見
る
説
で
あ
る
、
と
筆
者
は
考
え

る
。（
＊
袴
谷
憲
昭
『
本
覚
思
想
批
判
』
所
収
「
序
論

本
覚
思
想
批
判
の
意
義
」
七

八
頁
）

「
山
川
草
木
悉
皆
成
仏
」
を
文
字
面
の
み
で
直
訳
し
、「
山
川
草
木
は
す
べ
て
仏
で
、
そ
の
ま
ま
で
い
い
、
あ
り
の
ま
ま
で
い
い
」
と
現

実
肯
定
的
に
解
釈
す
る
説
は
仏
教
で
は
な
い
。
仏
教
は
行
為
（
業
）
論
を
説
く
教
え
で
あ
り
、
現
実
を
そ
の
ま
ま
肯
定
す
る
教
え
で
は
な

い
。法

華
経
教
学
か
ら
す
る
と
、「
山
川
草
木
悉
皆
成
仏
」
は
、
依
正
不
二
の
義
で
説
か
れ
る
法
門
で
あ
る
。
妙
楽
は
「
当
知
身
土
一
念
三

千
。
故
成
道
時
称
此
本
理
一
身
一
念
遍
於
法
界
」（
身
土
は
一
念
三
千
な
り
。
故
に
成
道
の
時
、
こ
の
本
理
に
称（
か
な
）う
て
、
一
身
一
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念
法
界
に
遍（
あ
ま
ね
）し
『
止
観
弘
決
』）と
言
っ
て
い
る
（『
観
心
本
専
抄
』
定
遺
七
一
二
頁
参
照
）。
こ
の
妙
楽
釈
で
も
明
ら
か
な
よ
う

に
、「
成
道
の
時
、
こ
の
本
理
に
称
う
て
」
と
い
う
前
提
で
「
一
身
一
念
遍
於
法
界
」
と
説
く
の
で
あ
り
、
成
道
し
た
仏
か
ら
す
る
と
体

用
不
二
・
依
正
不
二
・
十
界
互
具
・
一
念
三
千
の
本
理
に
か
な
い
名
実
と
も
に
「
一
身
一
念
遍
於
法
界
」で
あ
る
か
ら
、「
山
川
草
木
悉
皆

成
仏
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
凡
夫
が
そ
の
ま
ま
仏
と
し
て
「
一
身
一
念
遍
於
法
界
」
と
い
う
の
で
は
な
い
し
、
山
川
草
木
が
そ
の
ま
ま

仏
で
あ
る
、
と
い
う
意
味
で
は
な
い
。
こ
こ
で
「
名
実
と
も
に
」
と
述
べ
た
の
は
体
用
不
二
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

「
体
」
や
「
真
如
」
を
一
切
法
の
「
基
体
」
と
す
る
誤
解
が
あ
る
。
天
台
は
「
真
如
」
の
語
を
よ
く
使
用
し
て
い
る
。
天
台
の
い
う

「
真
如
」「
体
」
の
語
に
は
「
基
体
」
の
義
は
な
い
。「
実
相
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
馬
鳴
・
無
着
・
世
親
が
説
く
「
真
如
」
は
、
一

見
、
基
体
と
い
う
実
在
を
肯
定
す
る
か
の
ご
と
く
見
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
う
で
は
な
く
、
如
来
蔵
や
唯
識
で
説
く
「
真
如
」
は

天
台
と
同
じ
よ
う
に
「
実
相
」
で
あ
り
「
無
我
」
の
義
を
前
提
と
し
て
い
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

袴
谷
氏
い
わ
く
、「（
基
体
を
説
く
）維
摩
経
は
も
は
や
仏
教
経
典
で
は
な
い
」（『
本
覚
思
想
批
判
』
所
収
「
維
摩
経
批
判
」
二
三
二
頁
）

と
。し

か
し
、
天
台
は
維
摩
経
を
方
等
部
の
仏
説
と
見
て
お
り
、
隋
の
煬
帝
の
願
い
に
応
え
て
維
摩
経
の
注
釈
を
執
筆
し
た
。
一
度
目
の
原

稿
は
焼
却
し
、
二
度
目
の
も
の
は
絶
筆
と
な
っ
た
。

袴
谷
氏
い
わ
く
、「
大
乗
起
信
論
は
基
体
を
説
く
の
で
仏
教
で
は
な
い
」（『
本
覚
思
想
批
判
』
所
収
「
大
乗
起
信
論
に
関
す
る
批
判
的

覚
え
書
」）と
。
ま
た
い
わ
く
、「
智

は
む
し
ろ
本
覚
思
想
を
否
定
し
た
人
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
べ
き
な
の
で
あ
っ
て
、
大
乗
起
信

論
の
思
想
に
対
し
て
も
、
恐
ら
く
は
、
中
国
の
仏
教
者
に
は
珍
し
く
、
対
極
に
立
つ
云
々
」（『
本
覚
思
想
批
判
』
所
収
「
序
論

本
覚
思

想
批
判
の
意
義
」
八
頁
）と
。

し
か
し
、『
摩
訶
止
観
』
の
冒
頭
に
付
法
蔵
が
記
さ
れ
、『
大
乗
起
信
論
』
の
作
者
と
い
わ
れ
る
馬
鳴
は
龍
樹
等
と
と
も
に
付
法
蔵
の
一
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人
で
あ
る
。
天
台
は
龍
樹
に
対
す
る
よ
う
な
帰
依
は
、
起
信
論
や
無
着
・
世
親
に
は
な
い
よ
う
だ
が
、「
如
来
蔵
」
の
語
や
「
唯
識
」
の

専
門
語
も
使
用
し
て
お
り（『
法
華
玄
義
』
第
五
下
）、
如
来
蔵
思
想
や
唯
識
思
想
を
大
乗
仏
教
と
見
て
い
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。
日
蓮
聖

人
も
「
天
親
龍
樹
馬
鳴
堅
慧
等
内
鑑
冷
然
」（『
観
心
本
尊
抄
』
定
遺
七
〇
九
頁
）と
言
わ
れ
て
い
る
。

松
本
氏
袴
谷
氏
い
わ
く
、「
縁
起
こ
そ
仏
教
思
想
で
あ
る
」
と
。

筆
者
も
、
縁
起
す
な
わ
ち
空
す
な
わ
ち
即
空
即
仮
即
中
と
い
う
意
味
で
「
即
空
即
仮
即
中
の
縁
起
こ
そ
仏
教
思
想
で
あ
る
」
と
認
識
す

る
。
両
氏
の
論
文
や
著
書
は
多
く
、
筆
者
は
そ
の
一
部
し
か
見
て
い
な
い
が
、
両
氏
の
主
張
す
る
「
縁
起
」
は
時
間
的
生
滅
の
縁
起
に
限

定
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
天
台
教
学
で
い
う
な
ら
ば
、
蔵
教
で
説
く
十
二
因
縁
だ
け
を
指
し
て
い
る
よ
う
に
推
測
す
る
。
天
台

は
蔵
・
通
・
別
・
円
に
そ
れ
ぞ
れ
四
諦
・
十
二
因
縁
が
あ
り
、
思
議
生
滅
の
十
二
因
縁
・
思
議
不
生
不
滅
の
十
二
因
縁
・
不
思
議
生
滅
の

十
二
因
縁
・
不
思
議
不
生
不
滅
の
十
二
因
縁
を
説
い
て
い
る
。（『
法
華
玄
義
』
巻
二
下
・
迹
門
十
妙
・
境
妙
・
十
二
因
縁
・
大
正
蔵
六
九

八
頁
中
七
〇
〇
頁
中
・
国
訳
一
切
経
七
二
七
八
頁
）

も
し
、「
思
議
生
滅
の
十
二
因
縁
だ
け
が
仏
教
だ
」
と
い
う
な
ら
ば
、
思
議
不
生
不
滅
・
不
思
議
生
滅
・
不
思
議
不
生
不
滅
を
説
く
教

え
は
仏
教
で
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

松
本
氏
袴
谷
氏
の
説
は
仏
教
者
に
多
く
の
刺
激
を
与
え
仏
教
学
会
の
活
性
化
に
貢
献
し
た
。
し
か
し
、
本
来
、
無
我
や
空
を
踏
ま
え
た

上
で
考
察
さ
れ
る
べ
き
本
来
の
本
覚
思
想
・
如
来
蔵
思
想
・
唯
識
思
想
を
、
外
道
的
な
「
一
切
法
の
基
体
」
が
説
い
て
あ
る
思
想
で
あ
る

と
み
な
し
、
つ
い
に
維
摩
経
等
の
仏
典
を
も
仏
教
で
は
な
い
と
主
張
す
る
に
至
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

仏
教
は
行
為
す
な
わ
ち
業
を
説
く
教
え
で
あ
る
か
ら
、
仏
道
の
必
須
条
件
で
あ
る
法
華
経
受
持
と
い
う
「
行
為
」
を
媒
体
と
せ
ず
に
凡

夫
即
仏
を
説
き
現
実
を
肯
定
す
る
「
い
わ
ゆ
る
中
古
天
台
本
覚
思
想
」
は
、
仏
教
思
想
や
法
華
経
思
想
と
無
縁
の
教
え
で
あ
る
。
ま
た

「
中
古
天
台
本
覚
思
想
」
と
「
本
来
の
本
覚
思
想
」
を
混
同
し
て
、
凡
夫
即
仏
説
の
根
源
を
大
乗
経
典
や
起
信
論
等
に
求
め
る
こ
と
は
、

天
台
智

の
教
説
に
反
す
る
。
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門
馬
氏
は
、
法
華
経
差
別
経
説
の
理
由
と
し
て
、「
安
楽
行
品
の
旃
陀
羅
」「
勧
発
品
の
白
癩
」「
提
婆
品
の
変
成
男
子
」
等
を
あ
げ
て

い
る
。

し
か
し
、
こ
の
一
文
で
述
べ
た
よ
う
に
、
日
蓮
聖
人
や
天
台
智

の
教
え
に
随
う
と
、
法
華
経
は
即
空
即
仮
即
中
の
教
え
で
あ
り
、
行

為
（
業
）
の
教
え
を
説
く
経
典
で
差
別
思
想
と
は
正
反
対
の
教
え
で
あ
る
。

門
馬
幸
夫
氏
が
主
張
す
る
よ
う
な
差
別
現
象
の
責
任
は
法
華
経
に
は
な
い
。

差
別
現
象
の
責
任
は
、
法
華
経
の
経
文
を
誤
読
し
、
そ
の
誤
読
に
盲
従
し
法
華
経
の
本
意
を
顕
正
し
よ
う
と
し
な
か
っ
た
後
世
の
仏
教

者
の
怠
慢
に
あ
る
。


